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【発表プログラム】 

☆10：00－10：10 
開会挨拶      社会情報学会中部支部支部長 安田孝美 

 

■研究紹介 (発表 12 分，質疑応答 3 分) 

[第 1 部]  座長：浦田真由 

１．10：10－10：25 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2),水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 

山田雅之(中京大),宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大) 

２．10：25－10：40 

コミュニティ FMからみるパーソナリティ像‐AM・FM ラジオとの比較および参与観察‐ 

○加納慧士(中京大/B4) 

３．10：40－10：55 

LIVE 生でみる音楽 

○田中里沙(中京大/B4)  

 

[第 2 部] 座長：井村保 

４．11：05－11：20 

現代社会における新たな出版社像──ドワンゴとの統合した KADOKAWA の事例からの考察 

○小原枝里子（龍谷大/B3） 

５．11：20－11：35 

若者はなぜ新聞から離れていくのか──ライフスタイルの変化に伴う情報接触経路の変化から

考える 

○上田穂菜美（龍谷大/B3） 

６．11：35－12：50 

バックキャスティングに基づく課題解決シナリオのオープンデータ化による協働促進 

○白松俊（名工大）,Teemu Tossavainen（名工大/特別研究学生，フィンランド Aalto University/M2）, 

井上良太（名工大/M2）,大囿忠親（名工大学）,新谷虎松（名工大） 

 

☆12：50－13：30  昼休憩 
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■一般発表  (発表 15 分，質疑応答 5 分) 

[第 1 部] 座長：後藤昌人 

７．13：30－13：50 

参加者の個別性に応じたレクチャーデザインについて 

○鳥居 玲奈(金城学院大/B4)、神谷響子(金城学院大/B4)、浮田実侑(金城学院大/B4)、安達美桜(金城学院大/B4)、 

加藤理紗子(金城学院大/B4)、岩崎公弥子(金城学院大) 

８．13：50－14：10 

ユートピアへのパサージュ 

○大澤健司(名大/D1) 

９．14：10－14：30 

技術的対象と時-空のアート 

○霜山博也(名大/D2) 

 

[第 2 部] 座長：岩崎公弥子 

10．14：40－15：00 

観光イベント情報のオープンデータ化とその活用 

○荻島和真(名大/B4)、加藤福己(名大/M2)、福安真奈(名大/D2)、浦田真由(名大)、遠藤守(名大)、安田孝美(名大) 

11．15：00－15：20 

地域コミュニティにおける情報発信の運用モデルの構築とその応用 

○島かさね(名大/M1)、福安真奈(名大/D2)、浦田真由(名大)、遠藤守(名大)、安田孝美(名大)  

12．15：20－15：40 

繊維産業再生への挑戦〜尾張の繊維加工工場を事例に〜 

○兼松篤子(名大/研究員)、遠藤守(名大)、安田孝美(名大) 

 

[第 3 部] 座長：小川明子 

13．15：50－16：10 

日本女性の韓国ドラマ視聴に関するライフストーリー研究  

―「私の名前はキム・サムスン」を事例に(2014) 

○金敏智(名大/D3),金相美(名大) 

 

☆16：10－16：20  表彰式 

☆16：20－     懇親会 



目次 

 

 [研究紹介] 

1 民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

2 コミュニティ FM からみるパーソナリティ像‐AM・FM ラジオとの 

比較および参与観察 

○加納慧士(中京大/B4)  

 

…４ 

3 LIVE 生でみる音楽 

○田中里沙(中京大/B4)  

…８ 

4 現代社会における新たな出版社像 

──ドワンゴとの統合した KADOKAWA の事例からの考察 

○小原枝里子（龍谷大/B3） 

 

…１２ 

5 若者はなぜ新聞から離れていくのか 

──ライフスタイルの変化に伴う情報接触経路の変化から考える 

○上田穂菜美（龍谷大/B3） 

 

…１４ 

6 

 

 

 

 

 

[一般発表]  

バックキャスティングに基づく課題解決シナリオのオープンデータ化 

による協働促進 

○白松俊（名工大）,Teemu Tossavainen（名工大/特別研究学生， 

フィンランド Aalto University/M2）, 井上良太（名工大/M2）, 

大囿忠親（名工大学）,新谷虎松（名工大） 

 

 

…１６ 

7 参加者の個別性に応じたレクチャーデザインについて 

○鳥居 玲奈(金城学院大/B4)、神谷響子(金城学院大/B4)、 

浮田実侑(金城学院大/B4)、安達美桜(金城学院大/B4)、  

加藤理紗子(金城学院大/B4)、岩崎公弥子(金城学院大) 

 

…２０ 



8 

 

 

9 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 

10 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

11 

 

 

 

12 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 

 

13 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 

14 

民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 民官学連携による地域力向上支援サイトの構築とその運用 

○高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2), 

水野秀哉(瀬戸市),中貴俊(中京大), 山田雅之(中京大), 

宮崎慎也(中京大),遠藤守(名大),安田孝美(名大)  

 

…１ 

 

ユートピアへのパサージュ 

○大澤健司(名大/D1) 

 

情報と時-空のアート 

○霜山博也(名大/D2) 

 

観光イベント情報のオープンデータ化とその活用 

○荻島和真(名大/B4)、加藤福己(名大/M2)、福安真奈(名大/D2)、 

浦田真由(名大)、遠藤守(名大)、安田孝美(名大)  

 

地域コミュニティにおける情報発信の運用モデルの構築とその応用 

○島かさね(名大/M1)、福安真奈(名大/D2)、浦田真由(名大)、 

遠藤守(名大)、安田孝美(名大)  

 

繊維産業再生への挑戦〜尾張の繊維加工工場を事例に〜 

○兼松篤子(名大/研究員)、遠藤守(名大)、安田孝美(名大) 

 

"Walking through a public space doesn't make my body public":  

Women go online against patriarchy structures and male's dominance 

○Eulália Vasconcelos(名大/D2), Sang-Mi Kim(名大) 

 

日本女性の韓国ドラマ視聴に関するライフストーリー研究  

―「私の名前はキム・サムスン」を事例に(2014) 

○金敏智(名大/D3),金相美(名大)  

 

…２４ 

 

 

…２８ 

 

 

…３２ 

 

 

 

…３６ 

 

 

 

…４０ 

 

 

…４４ 

 

 

 

…４８ 

 

 



高木和磨(中京大/B3),稲垣行彦(中京大/B3),福安真奈(名大/D2),
水野秀哉(瀬戸市)中貴俊(中京大),山田雅之(中京大),

宮崎慎也(中京大),遠藤守(中京大),安田孝美(名大)

 人口約13万人(2014年10月現在)
 地域を連区という20ブロックに分割

 地域活性化としての主な活動

◦ 災害のハザードマップ作成
◦ 防犯パトロール
◦ 子育て相談

・・・・・・・など

 地域活性化の取り組みとICTの活用
◦ 地上デジタル放送

 すごろく

◦ 地域内クーポン

 これまでの取り組み
→行政が主体となって行われてきた

 住民が主体となって，地域内の問題解決に積極的に
取り組むことが必要
◦ 地域力という考え

行政が住民の声に対応しきれない

＜地域力とは＞

 住民や，その地域に職場を持つ人など，地域を構成
する人々が主体となり，地域における様々な問題の
解決に取り組む力のこと

 阪神淡路大震災の発生の際に神戸市在住のまちづく
りプランナー宮西悠司により提唱された概念

 目的：
◦ 地域が抱える問題の調査

◦ 地域力の育成方法

◦ 地域の活動をサポートするシステムの検討

 瀬戸市との協働活動
◦ ICTによるサポート

◦ 学生が地域内の議論の場に参加

1
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 目的
◦ 地域の活動を事前に周知したり，活動の報告，活動終了後の交流
の場の提供，地域内の課題の共有を促進させる

◦ 地域活動の記録と公開

 機能
◦ 活動紹介
◦ 活動報告
◦ 地域内外の意見交換

 運用
◦ オープンソースCMS「Xoops CUBE」
◦ 2011年10月～

中京大学

プロジェクト
メンバー

瀬戸市

地域力向上
支援サイト

登録ユーザー

広報担当者

一般会員

移
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管
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瀬戸市役所

対象

 講習会
◦ 広報担当者（投稿者）

 懇親会
◦ 地域力に関する活動をしている方々
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 アーカイブ化、オープンデータとしての活用

 SNS（facebook）との連携

 より簡潔に投稿できるサイトの構築
◦ 利用する年代などの問題も

※２０１４年１２月４日時点
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日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 

日時：2014 年 12 月 20 日／会場：名古屋大学 

 

コミュニティFMからみるパーソナリティ像 

   AM・FMラジオとの比較および参与観察‐ 

 Radio Personality in Community FM Station 

 

 

加納 慧士
 

Satoshi  KANO 

 

中京大学現代社会学部 School of Contemporary Sociology, Chukyo University 

 

要旨･･･ラジオにおける「パーソナリティ」という「語り手」は、テレビ等の他の媒体の「語

り手」と比べ番組自体に与える影響が大きい。このパーソナリティの違いや傾向が番組自体

にどのような変化を生み出すのかを考える。また、コミュニティFMに焦点を当て、①県域AM

放送や県域M放送との比較や、②北海道のコミュニティFMでの参与観察をもとに、コミュニ

ティラジオのパーソナリティ自身が考えるパーソナリティ像を追及する。 

 

キーワード ラジオ、パーソナリティ、コミュニティ FM、地域、町民 

 

1．はじめに 

 私は暇さえあればラジオを聴くような人間であ

る。AM ラジオ、FM ラジオ、コミュニティ FM な

ど様々なジャンルの放送を聴取し、多くの番組と

出会ってきた。そのなかで、ラジオというメディア

はテレビとは違いパーソナリティ一人が番組自体

に与える影響が大きいことに気づき、パーソナリ

ティの違いや傾向が番組自体にどのような変化を

生み出すのか強い興味を持った。 

 本研究では、コミュニティＦＭに焦点をあてて

考察する。それは、放送局の活動エリアが市区町村

であり、リスナーの範囲が限られている特徴から、

パーソナリティの考え方や方針の違いが直接放送

の違いになっているのではないかと考えるからで

ある。考察に際しては、県域 AM 局、県域 FM 局

と比較しつつ、コミュニティ FM の「パーソナリ

ティ」について考察を進めていく。 

 本研究を進めるにあたり様々な放送を聴いてき

た経験が生かされているが、コミュニティ FM 放

送は AM・FM 放送局を含む〈ラジオ放送局の縮図〉

であると考えた。実際に現場の声や雰囲気を取材

して感じ取ることが難しい大きな放送局やパーソ

ナリティ像についても、コミュニティ FM ならば

実際に声を聴き、足を踏み入れることでうかがい

知れるのではないか。そのように考え、今回は、北

海道にあるラジオニセコでの参与観察を援用して

パーソナリティについて考察していく。 

 

２．ラジオ放送と伝わり方の違い 

 ラジオは大きく分けて県域放送局である AM 放

送と FM 放送、そして放送局の規模が市町村単位

となるコミュニティFM放送の三つに分類される。

この三放送はそれぞれ総務省より振り分けられる

電波が異なり、AM＞FM＞コミュニティ FM の順

に広域に配信されている。(総務省「周波数帯ごと

の主な用途と電波の特徴」) 

 この点から、同じラジオという声のメディアで

あっても対象とするリスナーの範囲の違いが放送

内容の違いを生み出すことになる。 

 

（1）ＡＭとＦＭ＝家メディアと個メディア 

 それでは単純な周波数の違いではなく、ラジオ

の種類によってパーソナリティや番組内容の違い

は生じるのだろうか。そこで、「ＣＢＣラジオ」(Ａ

Ｍ)、「ＺＩＰ-ＦＭ」(ＦＭ)、「ラジオラブィート」

(ＣＦＭ)のタイムテーブルをもとにパーソナリテ
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日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 

日時：2014 年 12 月 20 日／会場：名古屋大学 

 

 

ィの人数に注目し比較した。(ラジオ番組表 2013

年春号、ラジオラブィートタイムテーブル)  

 番組表によれば、CBC ラジオ（AM 放送）にお

いてパーソナリティが一人で構成される番組の割

合は 64％（7 本/11 本中）あるのに対し、ＺＩＰ-

ＦＭ(ＦＭ)では 89％（8 本/9 本中）、ラジオラブィ

ート（コミュニティ）では 88％（7 本/8 本中）と

高くなっている。 

 つまり、ＡＭラジオでは、ＦＭラジオに比べて、

一人パーソナリティ番組の比率が少ないことがわ

かる。 

 パーソナリティ一人で展開される番組では、パ

ーソナリティが唯一の話し手となりニュースや音

楽、趣味の話を展開していく。リスナーはこれを

各々が持ち歩くラジオで聴き、メールやハガキで

反応をする。この点から現代のラジオは「個のメデ

ィア」(小川博司、2009)と呼ぶにふさわしいもので

ある。 

 しかしその一方の、メインパーソナリティ以外

に一人以上のアシスタントを置く放送、また、同等

のパーソナリティが複数いる放送では、リスナー

は、パーソナリティ間の会話、やり取りや受け答え

を聴き、その会話の中に取り込むような内容をメ

ールやハガキで送っているのではないか。その関

係か、あたかも拡大された「家族」のような雰囲気

を醸し出してきた。 

 よって、ただ〈個のメディア〉として存在してい

るのではなく、1950 年代に存在したラジオは〈家

メディア〉的側面があるのではないかと推測する。

リスナーはただの聴き手ではなく、もともと家族

の一員とてして会話に参加していたかのごとく会

話に参加していくのではないかと考察する。 

 またラジオはパーソナリティや内容の違いから

対象とする年代（リスナー・セグメンテーション）

が違っているといえる。 

 ＺＩＰ-ＦＭをはじめとするＦＭラジオ局（とり

わけ大都市型である第２世代ＦＭ）では若手のパ

ーソナリティの起用が多く、流行りの音楽（演歌で

はなくポピュラー音楽）をかけている場合が多い。

そのような点からＦＭラジオでは若い世代を対象

とした喋りが求められているといえよう。 

 それに対しＡＭラジオはリスナー・セグメンテ

ーションという喋りの対象を、時間帯ごとに分け

るというシステムを導入している。15 年以上続く

長寿番組が数多く存在し、対象とするリスナー層

を通勤中の社会人、家事、掃除をしている主婦に当

て放送を行っている。実際ラジオを聴いていても

読まれているメールはほとんどが 30 代 40 代であ

った。 

 その一方で、全国放送ともなるが深夜 1 時から

の「オールナイトニッポン」ではパーソナリティを

ＡＫＢ48 が担当し、明らかに対象としているリス

ナーが 10 代などの若年層であることが分かった。

このような点から、ＡＭラジオは広域で聴けるた

め、広い世代に対する放送、喋りが求められている

のではないかと推測される。 

 

（2）コミュニティＦＭは折衷メディア？ 

 最後にコミュニティＦＭである。今回取り上げ

たラブィート（豊田市）はパーソナリティのほとん

どが豊田に縁のある比較的若い世代の人たち（20

〜30 代）である。放送できる範囲が限られており、

地域密着をうたってはいるものの、このコミュニ

ティＦＭのパーソナリティに求められる喋りは若

い勤労者やその配偶者を相手にしているという点

で県域ＦＭ放送と同じスタイルなのではないかと

いう推測してみた。しかし、実際聴いてみると、喋

りやトークの内容でＡＭ，ＦＭのどちらとも取れ

る点があり単純には分類できない。 

 しかし、これは規模が超狭域であるために、多様

な世代向けのトークに対応する必要があるからと

いえるのかもしれない、という問いが生まれた。つ

まり、コミュニティＦＭは〈なぜ折衷型の放送内容

たらざるをえないのか〉という問いである。 

 以降、この問いを解決すべく私が行った「ラジオ

ニセコ」での参与観察をもとに考察を進める。 

 

 

 

 

放送形態 AM FM ｺﾐｭﾆﾃｨ 

受信範囲 広域 狭域 超狭域 

対象世代 
広い世

代 

若い世

代 

町民ベ

ース 

リスナーか

ら求められ

ること 

全国の

話題 

若者の

話題 
？ 

メディアと

して 

家のメ

ディア 

個のメ

ディア 
折衷 
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３．ラジオニセコでの参与観察とインタビュ

ー  

 本研究のために私は、2013 年夏に 3 週間の参

与観察（職場体験）及び局長へのインタビューを

実施した。また、2014 年 11 月に追加の調査取材

を実施した。はじめにラジオニセコを取り巻く環

境について述べる。 

 

（1）ニセコという町 

 北海道虻田郡に位置するニセコ町は、道央の西

部、後志管内のほぼ中央に位置し、山岳に囲まれ

た波状傾斜の多い丘陵盆地を形成している。羊蹄

山とニセコアンヌプリに囲まれ、町内を尻別川が

流れるのどかな観光地である。そんなニセコの特

徴として第一に挙げたいのが「夏と冬で二つの顔

を持つ町である」という点である。  

 夏のニセコは豊かな自然の中でラフティングや

乗馬を楽しみ、地元の野菜を使った料理を食べ、

様々な種類の温泉を楽しむ…といった観光地であ

る。観光客の多くは道内から電車や車を使ってニ

セコへ訪れている。宿泊施設は特段多くなく、日

帰り旅行客をターゲットにしている側面もあるだ

ろう。 

 しかし、冬のニセコの様相は一変する。冬期の

最深積雪が 200cm にもなるニセコは、スキーや

スノーボードが非常に盛んであり、全国からその

上質な雪、条件のいいゲレンデを求め観光客が訪

れる。私がニセコを訪れる前の印象はこちらであ

った。また、夏期は営業をしていなかったペンシ

ョンが営業を始め、多くの人がニセコに宿泊す

る。その反面飲食店は冬期の間休業するものも多

く、夏と冬で姿を大きく変える町であるといえ

る。 

 他に特徴として挙げられるのが、人口の推移で

ある。人口自体は約 4800 人(2010 年)と多くはな

いが、2005 年からの 5 年間で 3.3％増加してい

る。これは北海道で 3 番目の数字であり、多くの

外国人がニセコを訪れ、その自然に感動し移住を

したことや、国内のリタイヤ層の獲得に成功した

ことが原因である。このように、ニセコ町は若い

力の集まる活発な町である。 

  

（2）ラジオニセコの特色 

 ラジオニセコは 3 人の局員によって構成され

（2013 年 8 月現在）、地域の情報や、町民の方の

リクエスト、観光情報番組をおもに放送してい

た。  

 

特色①：〈認知度〉と〈親密度〉 

 その中で印象に残ったのは、ラジオニセコの

〈認知度〉と〈親密度〉であった。私が局員の方

と行動を共にし、商店を訪れたとき、またお昼ご

飯を食べに飲食店に入ったとき、そしてコンビニ

に入った時でさえ局員の方は町民の人に親しげに

声をかけられ、談笑をしていた。 

 このように、町で会う多くの人が「ラジオニセ

コ」を知っていて、かつスタッフに親しみを込め

て接しているということが驚きであった。 

 この背景には防災ラジオをラジオニセコが貸し

出しており、ラジオの普及率が高いこと、そして

ニセコでは他の放送の電波がうまく受信できない

ため多くの人がラジオニセコを聴いていることが

考えられる。この点は、私が並行して調査をして

いる愛知県豊田市のコミュニティ FM と大きく異

なる点である。 

  

特色②：〈ボランティアパーソナリティ〉 

 またボランティアパーソナリティと呼ばれる、

町民や、ニセコ町に縁のある人がテーマを決めて

毎週決まった時間に自分の番組を放送する「フラ

イデー、サタデーオープンスタジオ」が軸となっ

ているという点も他の放送局に見られない特徴で

あった。 

 ラジオニセコでは原則一人の町民パーソナリテ

ィが番組で話をし、音量や BGM などのミキサー

操作も他の町民の方であったりする。またその町

民パーソナリティ自身が操作をしたりする。つま

りそれらの番組は、完全に町民から町民へ向けら

れた番組であった。 

  

 また、町民パーソナリティに宛てたメールやメ

ッセージが届き、一部の町民がカリスマ化してい

るという点も他にはない特徴であった。 

 この他にも各番組のコーナー内では、今のニセ

コにスポットを当て、旬なゲストを招いており本

当の地域密着型ラジオが展開されていた。 

 私は、コミュニティ FM としては異質かもしれ

ないが、ニセコという風土に非常によく定着した

コミュニティの放送が「ラジオニセコ」であると
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感じた。 

 次に、ラジオニセコ及び母体であるニセコ町の

特色に準拠しつつ、パーソナリティに関する疑問

を解明していく。 

 

（3）ラジオニセコからの示唆：放送局とい

う家メディアとパーソナリティ 

 参与観察で得られたニセコ理解をもとに、ラジ

オニセコ局長 M 氏にインタビューをし、コミュ

ニティ FM 放送におけるパーソナリティ・放送内

容について考察してみた。 

     ※     ※     ※ 

Q.話す内容で気にかけている点 

・地域コミュニティの放送局としていけば、結果

的に地域のどろくさい情報を発信するのが１番 

・ニセコのほんと小さな隠れている情報っていう

のをどんどん見つけて発信していかなければなら

ない 

Q.コミュニティ FM だからできること 

・地域に根ざした情報をとにかく発信するのがこ

のコミュニティであり、また、県域局にはできな

い、コミュニティだからこそ出来ることだと思っ

て発信している 

・地域の色々な人を紹介することによって、地域

のコミュニティとして活躍する場を提供できる 

Q.ボランティアパーソナリティという存在は？ 

・参加だけしてもらえればそこに品質や番組の出

来を求める気はない 

・お金を稼ぐだけじゃない＋αがこのラジオニセ

コで得られる 

Q.パーソナリティであるための資質 

・話す前に、町民の人たちがそこに居る。そこに   

その人たちの顔がある。と思ってそこに問いかけ

るように、尋ねるように、また、その人たちに伝

えるように話せること 

・コミュニティ放送っていう以上そのコミュニテ

ィのエリアの人たちの近くに感じた放送を１番大

事にできること 

     ※    ※     ※ 

 以上がインタビュー内容から抜粋したものであ

るが、ほとんどの項目で「地域」という言葉がキ

ーワードとなっていた。 

 つまり、コミュニティＦＭは、〈家メディア〉

でもなく、〈個メディア〉でもなく、その上位の

位置に〈地域メディア〉という段階がある。あえ

て言い切れば、送り手内の関係、送り手と受けて

の関係の二重の関係によって、放送局自体がひと

つの〈家〉のような関係を形成しているともいえ

る。〈放送局という家メディア〉がコミュニティ

ＦＭなのであり、パーソナリティはその家族の一

員である。 

 パーソナリティも、その「地域」という価値観

（あるいは地域というフレーズ・コピー）を共有

し、それに沿ってパーソナリティであり続ける。

テーマ性の強い趣味の番組であっても、話の端々

に地域の話題、地名、人名、なまりが顔をだす。

この「地域＝ニセコ」を強く共有することで、あ

たかもひとつの「家」としての放送局が成立して

いる。その意味では、コミュニティ FM は地域＝

家への愛着（地域愛＝地域への）の“写し鏡”で

ある。 

 

4.むすび 

 コミュニティ FM は県域の放送局と違って、大

きな力を持ったカリスマ性のある人間（メジャー

タレント）がいるわけではなく、「地域愛」を持

った人間の集合体である。コミュニティＦＭで

は、パーソナリティは地域そのものの化身なので

あり、地域こそがカリスマタレントである。個々

のパーソナリティにとっては、地域はひとつの縛

りであり、共有されたイメージでもある。 

 コミュニティＦＭは、パーソナリティの〈個の

メディア〉として成立していながら多くの人間

（町民）を番組に取り込む。そうすることで、番

組内で〈家メディア〉が形成されているＡＭとは

異なり、いわば〈放送局という家メディア〉が成

立する。町民は、ボランティアパーソナリティと

して、そして実際に放送に声を乗せることでこの

メディア家族に参加しているのである。 

 

参考文献・サイト：     

1）総務省. “周波数帯ごとの主な用途と電波の

特

徴”.http://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/freq/

search/myuse/summary/(参照 2014-12-01） 

2）小川博司(2009)「ラジオは衰退していくメデ

ィアなのか」『マス・コミュニケーション研究

No.74』 

3）雑誌『ラジオ番組表 2013 年 春号』三才ムッ

ク 
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要旨･･･ライブに足を運ぶ人は「ライブに行きたい」という感情を持つのか。ライブ空間の魅力は

何なのかが主題である。ファンは複製メディアからアーティストに幻想を抱き、幻想の確認を行う

ためにライブハウスに足を運ぶ。また、ライブハウスでの音楽空間はライティングや音響等の効果

で「非日常空間」を演出している。受け手と送り手が共振するこの非日常空間がライブの魅力でも

あり、リスナー（音楽ファン）はそれを味わうためにライブに行くとも考えられる。 

 

キーワード 音楽，ロック，ライブ，音楽空間，非日常空間 

 

 

１．はじめに 

私は、小さなころから音楽に慣れ親しんでいる。

その中でも、ロックバンドに関心を持ち、高校生に

なってから行き始めたライブに魅力を感じてきた。 

 そもそもライブとは、アーティストの音楽活動の

一環である。そして、アーティストとオーディエン

スが生で対面することができる唯一の機会だ。文化

消費一般に言えることだが、何事でも興味を持って

“ハマる”と、生の現場や本人を見てみたいという

欲望が生まれるであろう。ロック音楽の場合はそう

いった欲望は「ライブに行きたい」「フェスに行き

たい」ということになる。 

わたしも高校生の時に初めてライブハウスに足を

運び、ライブを見に行った。このライブ初体験はそ

れまで私が経験してきたどんな事とも言いようもな

い経験で、私は一瞬で生の“みる”ライブの虜にな

ってしまったのだ。 

そこで私は、なぜ「ライブに行きたい」「ライブ

でみて、聴いた曲が忘れられない」といった感情が

ライブ空間でわいてくるのか。ライブに足を運ぶ

人々はどこに魅力を感じているのか。いわばライブ

という音楽を生で“みる”空間の不思議について考

えてみることにした。 

また、考察を深めるために、ライブハウスやフェ

スティバルといった生でみる“場”について、つま

り音楽空間についても触れてゆきたい。 

 

２．ライブハウスというハコ 

始めに、主にロックミュージシャンがライブを行

う場として考えられる、ライブハウスについて少し

述べておく。まず、ライブハウスとは、ロックやジ

ャズなどのライブを行う、比較的小型で立ち見中心

のコンサートホールのことである。 

これを踏まえて、人々に「ライブハウスはどのよ

うに認識されているか」を確認するために実施され

たアンケートを見てみる。（『ライブハウス文化

論』）「ライブハウスからどのような場所を連想す

るか」という設問に80.5%が「音楽を楽しむ場所」と

答え、最も多かった。次いで、8.0%が「危険な場

所」、5.7%が「コミュニケーションの場所」と答え

ている。また、「ライブハウスではどのような音楽

ジャンルが演奏されていると連想するか」という設

問には、82.4%が「ロック」と答え、次いで11.6%が

「ジャズ」と答えている。 

この結果、全体の80%以上の人が何らかの形でライ

ブハウスを知っており、ライブハウスの認知度は一

般的にも高い事がわかる。そして、ライブハウスは

ロック音楽が演奏され、それを楽しむ場所として認

識されていると考えられるだろう。 

では、実際はどうなのか。2004年までのデータベ

ース上に掲載されているライブハウスの全国総数は

1114軒であり、ロックを中心にするライブハウスが

最も多く850件（76.3%）、以下ジャズが121件

（10.9%）、クラブ/ディスコが66件（5.9%）、その

他が55件（4.9%）という結果であった。全国のライ

ブハウスを都道府県別にみると、東京都が最も多く

237軒で、以下大阪府が74軒、沖縄県が71軒、北海道

が64軒、愛知県が57軒である。 

これにより国内のライブハウスの分布状況は、首

都圏、京阪神、中京が多いことがわかる。三大都市

圏以外の沖縄と北海道が上位に位置しているのには

理由があり、それはこのデータベースには「民謡酒

場」が含まれているからだ。沖縄では観光資源とし

てこの民謡酒場の音楽空間を利用しており、また北

海道は広大な面積にライブハウスが散在していると

考えることができるため、この2道県のライブハウス

の件数が多くなっている。 

こうした沖縄と北海道の例外はあるが、ライブハ

ウスが都市部に集中していることは、人口と需要が

呼応することを考えれば当然のことだ。このデータ
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を見ると、各都道府県に少なくとも一軒はライブハ

ウスがある。このことから、ライブハウスは一部フ

リークが通うような特異な場所ではなく、全国の誰

もが平等にライブハウスに訪れる機会が与えられて

いる場所だと言える。(宮入，2008年) 

 

３．ロックフェスティバル 

ライブハウス以外のライブを生で見る機会と言え

ば、やはりロックフェスティバル（以下フェス）が

すぐに思いつくだろう。日本では“四大ロックフェ

スティバル”と呼ばれる「フジロックフェスティバ

ル」「サマーソニック」「ロックインジャパンフェ

スティバル」「ライジングサンロックフェスティバ

ル」というフェスが存在している。 

 このような大型フェスでは、一つの会場で多くの

バンドやアーティストが見られるのはもちろんのこ

と、音楽以外にも様々のアトラクション（屋台やキ

ャンプ施設等）が用意され、来場者が思い思いの時

間を過ごせることで、夏の思い出としてぴったりの

イベントの一つになりつつある。このように工夫さ

れたこともあって、楽しみ方を自分で考えるのもフ

ェスの醍醐味だ。 

また、近年、フェスはロック好きというわけでは

ない人が足を運ぶことも多いという。女性ファッシ

ョン誌には、夏フェスに行こう！といったような特

集がされ、夏フェスファッションが紹介されていた

りする。 

理由としては、先ほど述べた通り音楽以外の楽し

みが充実していることが挙げられるだろうが、ロッ

ク好きな友達に誘われてフェスに行ってみる人もい

るそうだ。その人がフェスで見たバンドを好きにな

って、次の年はまた別のロックに興味のない子も誘

ってフェスに参加する。という輪が、近年のフェス

来客数の増加に繋がっているのではないかと考える。 

 

４．再メディア化する音楽空間 

 最近では、メディアを介した音楽空間が広がりを

みせている（再メディア化）。代表として挙げられ

るのが有料放送（WOWOW・スカパー！など）のプ

ログラムの一環として、ライブのLIVE放送や、ライ

ブの放送が増えていることだ。他にも、映画館での

ライブビューイングやアーティスト自体の映画化な

ど、家のリビングや映画館にまで音楽空間が作り上

げられた。 

 

(1)ライブビューイング 

年々、映画館でのライブビューイングは増えつつ

ある。ライブビューイングとは、ア－ティストやア

イドルのコンサートや、演劇、舞台等を映画館の大

画面で見ることができるものだ。 

それではここでライブ、コンサートなどのライブ

ビューイングを行なったことがあるアーティストを

挙げてみよう。Perfume、RADWIMPS、UVER world、

嵐、X JAPAN、ONE DIRECTION、GLAYなど、人気

でチケットが取りにくいアーティストや、海外など

の遠方でライブを行うアーティストが主に行なって

いる。チケットが取れない、遠くて行けないライブ

を地元の映画館の大画面で見ることができ、交通費

などがほぼかからずその分をグッズ代にあてること

ができるというオーディエンス側のメリットがある。 

また、映画館側にとっても、アーティスト側にと

ってもメリットが多い。劇場離れが進んでいた映画

館にとっては新たな集客を見込める機会となり、会

場に足を運んだ観客にしかパフォーマンスをするこ

とができなかったアーティストにとっては新たなフ

ァンを獲得する機会になった。そうした様々な要因

からライブビューイングは広がっていったのだ。   

 

(2)有料プログラムでのライブ放送 

それでは次に、なぜライブの放送やプログラムが

増えたのをか考えたい。始めに視聴者の視点からメ

リットから述べる。一つ目はやはり、現地に居なく

てもライブを見ることができる点だろう。チケット

が当たらなかった人・都合がつかずライブにいけな

かった人にとっては嬉しいはずだ。二つ目は、ライ

ブに行った人にとっても、録画をしておくことでそ

のライブを反芻できるということだ。 

次にデメリットだが、始まりから終わりまで放送

されることで、会場にいる人だけに与えられる特別

感が少なくなることだと考えた。特に、MCやアンコ

ールなどはアーティストが発売するDVDでもカット

されるということもあるので、ファンにとって会場

にいたオーディエンスだけが聴ける特別なものとい

う認識が強い。 

しかし、編集ができない生放送では、そのMC・ア

ンコールまでテレビの前にいるファンに届くのだ。

その点、編集されて後日放送される番組は、見せた

い場面と見せたくない場面を選別して放送すること

ができる。全てが放送されるのは、アーティストに

とってもデメリットであると考えられる。なぜなら、

番組で始めから終わりまで見てしまったから、DVD

は買わなくてもいいとファンに考えられる恐れがあ

るからだ。 

もちろん、そうならないような工夫もアーティス

ト側は考えている。2013年9月21日に緑の島野外特設

ステージで行われた、GLAYのSpecial Live 2013 in 

HAKODATE GLOURIOUS MILLION DOLLAR NIGHT 

Vol,1は、現地から生放送された。生放送なので、ラ

イブが始まる前の時間からセレモニー、MC、ラスト

のアンコールまで全てが放送されていた。しかし、

DVDは生放送された映像をそのまま使うのではなく、

別アングルからの映像など、編集を加えたバージョ

ンでパッケージされるそうだ。 

それでは、アーティスト側にはどんなメリットが

あると考えられるだろうか。まずは、より多くの

人々にライブを“みせる”ことができる点だ。特に

有料放送でライブを放送するアーティストで、地上

波のテレビ番組には中々出演しないアーティストも

多い。氷室京介、BUCK-TICK、電気グルーヴ、東京

スカパラダイスオーケストラ、海外バンドのKISSな
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ど。フェスのアーティスト特集の番組で放送される

アーティストを挙げれば、その数はもっと多くなる。

このようなアーティストが新たなファンを獲得する

機会として、有料放送のライブ放送が有効と考えら

れるのではないだろうか。 

以上のことから、メディアを介したライブという

〈再メディア化〉が新たなファン獲得の手段として

用いられている事が増えていると考えることができ

る。 

 

５．音楽空間からみるライブの魅力 

(1)ライブハウスでの音楽空間 

ライブハウスでのパフォーマーとオーディエンス

の関係は流動的なものだ。これを踏まえたうえで、

ライブ空間（＝メディア空間）とは何なのかを考え

たい。ライブ空間は「メディア化された空間、パフ

ォーマー、オーディエンス」がそこに存在している

ということで成立する。そのうちのひとつでも欠如

してしまったらライブ空間は成立しなくなる。 

次に、その中で個々の構成要素の関係について述

べる。ライブ空間においての、パフォーマーとオー

ディエンスの関係について。これは、１対１・１対

多・複数対複数のいずれかに該当し、お互いの関係

が服従関係であり、対等関係にある。 

他にステージと客席の高さの違い、光と闇の差が

服従関係を助長することも挙げられる。これはライ

ブ空間がメディア化されることにも一役買う。対等

だというのは、お互いに「ライブ空間」というもの

を作り上げるのに協力しあっていることから成り立

つのである。（栗谷，2008年） 

 
(2)複製メディアとライブ＝〈生身への回帰〉 

前項で、パフォーマーとオーディエンスの関係性

からみた音楽空間につて述べた。ここでは一番の疑

問である、「ライブに足を運ぶ人は何を期待し、ラ

イブハウスまたはフェスに行くのだろうか。」とい

うことを考えたい。 

始めにオーディエンスの音楽との関わり方の変化

を理解するために、複製メディアとライブのつなが

りについて触れておく。 

私たちは､主に音楽を聴くのは複製メディアからで

ある｡新作が出れば､それを初めて耳にするのは､ほと

んど複製メディアによってのもので､コンサート会場

で耳にすることはほとんどない。例外はあるが、ほ

とんどの音楽が初めて耳にするのは複製メディアを

介してである｡ 

このように、リスナー（音楽ファン）は複製メデ

ィアを通して初めて音楽を聴く。そこから音楽のイ

メージを享受し､音楽･ミュージシャンのパーソナリ

ティに対して仮想･幻想を抱くのである｡こうしてわ

れわれは、いわば複製メディアによるオンライン・

ミーティングによって得た仮想･幻想を抱きながら日

常を生きているのである｡しかし､これには限界が出

てくる｡ 

 私たちはメディアだけでは生きられないのである｡

なぜならそこにはリアリティが感じられないからで

ある｡｢生身で感じたい｣という〈生身への回帰〉欲望

が起こり､オフライン・ミーティングを求めるように

なることは､とても自然なことなのである｡音楽を聴

く人々は､音楽に対する仮想･幻想だけでは物足りな

い無いのだ｡仮想･幻想をその眼で､耳で､躰で感じた

いのだ｡ 

 つまり、オーディエンスは、仮想・幻想を肉眼で

確かめる事を求めるのだ。なぜなら、メディアを媒

介して目で見ただけでは自己の中でパフォーマーが

存在しているものなのか、していないものなのか明

白ではないからである。これは本当に存在している

人間なのか、そうじゃないのか。もしかしたら人間

ではないかもしれないという不安を、自己で確認す

る作業なのだ。テレビから聞こえる歌声も、本人が

歌っていないかもしれない。という不安感が心のど

こかに存在していることから起こる行動が、オフラ

イン・ミーティングである。 

これは、不確定なメディアだけでは耐えることが

できず、普段のテレビ、雑誌、広告を通してリアリ

ティが感じられない。だからコンサートに行く、居

る、ということでリアリティを感じようとすること

である。それによりオーディエンスは〈生身への回

帰〉をとげるのだ。 

つまり、私たちオーディエンスは、メディアでは

パフォーマーは存在しているのかどうかを確認でき

ない。だから、自分の肉眼でその存在を現実のもの

である、リアリティを確認するためにライブに行く

とも考えられる。 

 

(3)〈非日常化の文化装置〉としてのライブ 

次にライブ空間から要因を探ってみたい。まず一

つの視点として、ある授業で聞いた「音楽ライブの

空間は、非日常空間だ。」という言葉をキーワード

にして考えを進める。非日常空間とは、「普段の生

活とは大きくかけ離れた空間」ということだ。 

ライブの空間では、日常にはないセット、ライテ

ィング、音響、多くの他人が存在している。つまり、

限定性、非日常的な演出が施されているということ

なのだ。これは、ライブを開催する側での演出であ

る。しかし、パフォーマーがオーディエンスから見

て、メディアの創造物だとここでも錯覚させること

を故意に行っているかの様にも見えるのである。パ

フォーマーは光を浴びて自分は闇の中から見ている

ことしかできないと錯覚し、別世界の人間だと思わ

ざるをえなくなるのである。 

しかし、彼らはステージ上からステージ下の私た

ちに言葉を投げかけ、コミュニケーションを図る。

この時、ステージ上がステージ下と同じように明る

くなり、パフォーマーとオーディエンスの明るさに

差がなくなる。また、ライブでは、歌の複製メディ

ア（CD音源など）のみでは聴けない曲のアレンジや、

その会場の地域限定のトークが存在する。それは、

自己の日常空間の中でパフォーマーが生きている、

私（オーディエンス）とパフォーマーが同じ空間に
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属していると実感させてくれるものなのだ。つまり

オーディエンスは、ここでパフォーマーが自分たち

と同じ場所、同じ空間にいるのだと再認識し、盛り

上がる。 

なぜそうなるかというと、パフォーマーが自ら脱

メディア化をして、私に近づいてくると自覚するか

らなのである。よってその照明をつけた時だけは、

空間が変化しうる。このような、基本的にライブ空

間でしか味わえない演出をオーディエンスは見に行

くのである。 

ブーアスティンは、「どこか違う場所へ行きたい

という人間の癒しがたい欲望は、人間の救いがたい

楽観と飽くことのない好奇心との証拠である。我々

は他所では様子が違うことを必ず期待している。退

屈から逃れるために、見慣れたものを避けるために、

エキゾチックなものを発見するために旅行する」と

いう。この言葉は、人はなぜ旅行をするのかを考え

る際に用いられた言葉である。しかし、旅行とは非

日常空間である。よってこの考え方は人はなぜライ

ブに行くのかという事を考える際にも使えるだろう。 

そこでこの考えからまとめると、人々は退屈な日

常では起こり得ない刺激を非日常空間、つまりライ

ブに求め足を運んでいるのではないか。ライブとは、

私たちにとっての〈非日常化の文化装置〉なのであ

る。 

 

６．ライブの魅力：〈実在の確認〉による感動 

オーディエンスはライブの何に感動するのか。ラ

イブというのは、オーディエンスの目の前で歌われ、

演奏される。先述したように、初めてライブに行く

人は音楽･パフォーマーのパーソナリティに対して仮

想･幻想を抱いている場合が多い｡なので、ライブに

行けば音楽･パフォーマーのパーソナリティを､身体

を通して(肉眼､肺の中の空気の振動､鼓膜･･･ｅｔｃ)

〈実在の確認〉ができる｡そうすると､今まで仮想･幻

想でしかなかったものが､いま､目の前で現実･真実と

なって表れるのである｡ライブには、そのことに対し

ての感慨感動があるのではないか。だからこそ初め

てのライブは鮮烈に記憶に残り、その経験が「また

ライブに行きたい」と思わせる要因なのではないか

と考える。 

 そして､2回目以降のライブも｢やっぱりいいなぁ｣

と思うのである｡ライブが終わって会場を出ると､フ

ァン同士で、｢サイコーだった！｣と言い合う｡そして

最後に｢やっぱりいいよね」と言うのである｡これは､

｢私たちは､今までずっと抱いていた仮想･幻想を越え

て無事〈実在の確認〉をすることができました。や

っぱり私たちが抱いていたイメージ通りでした｡そし

て思っていた以上のものを見せてくれて､もっといい

イメージを持つことができました。｣と宣言している

のと同じことなのだ｡この一言にはそういう意味が含

まれているのである｡ 

 

７．まとめ：拡張するライブ 

 私たち受け手ははじめ、CDという複製メディアか

ら音楽を聴き、リスナー（音楽ファン）となる。こ

こでの音楽空間は自分の部屋という小さな空間だ。

そこからメディアだけでは満足できなかったリスナ

ーが、アーティストに抱いた幻想の確認を自分の目

でするためにライブハウスへ足を運び、より積極的

なオーディエンスとなる。こうして、オーディエン

スはライブハウスという前より広がった音楽空間で

リアリティを感じる事ができ、〈生身への回帰>を遂

げるのだ。 

 このようなプロセスでオーディエンスたちの「ラ

イブへ行きたい！」という欲望が発生することがわ

かった。しかしこれは、きっかけに過ぎない。この

経験をした後、つまり幻想の確認を行なった後のラ

イブに行く理由は拡散する。つまりライブハウスや

フェスに足を運ぶ人の数だけあるのだ。 

「ライブ以降のため」にライブに行く人、「爆音

の中で騒ぎたい」からライブに行く人、「好きな歌

を目の前で歌っているヴォーカルを見に」ライブに

行く人、「ライブに行かないとアーティストが音楽

活動をできなくなるかもしれない」からライブに行

く人だっているのだ。そして「盛り上がる曲を少し

ずつ聴きたい」人や「1日で多くのライブを見たい」

人が現れて、ライブハウスからフェスへと音楽空間

が広かっていく。 

 こうして広がった大きな音楽空間であるフェスは、

ロックミュージックに興味がない人にまで浸透し、

ファッション化していった。これはフェスが一種の

消費文化になっている表れである。 

 また、私は映画館でのパブリックビューイングや

有料放送でのライブのライブ放送などのメディアを

介した音楽空間の広がりが、つまり〈再メディア

化〉も今ライブが伸びている要因であると考える。 

パブリックビューイングやライブ放送等のプログ

ラムは「そのライブに行きたかったが、行けなかっ

た人」が利用することが一般的だ。よって、この複

製メディアから幻想を抱いた視聴者が、幻想の確認

を行うために次に行われるライブハウスやフェスに

行こうとする。こうして次々とライブに足を運ぶ人

が増えて行く回路が成立するのである。 
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現代社会における
新たな出版社像

～ドワンゴと統合したKADOKAWAの
事例からの考察～

第４回社会情報学会中部支部研究会
２０１４年１２月２０日
於・名古屋大学

龍谷大学社会学部コミュニティマネジメント学科
小原枝里子

構造不況が続く出版業界

出版科学研究所 「2011出版指標年報」より

新たな出版社像への模索

マス
メディア

リアル
メディア

出版社

情報の提供に加え、情報交換の場を提供する。
消費者自ら情報を生み出す活動を支援する。

・日経BP社

リアルメディアである展示会・セミナーを展開している。雑
誌やWebサイトなど、それぞれの専門媒体と連携を図りな

がら、時代を先取りした専門セミナーや主催者企画を実
施。

・株式会社インプレス

2013年度上半期業績は、電子出版やイベント・セミナーと
いった新メディアの売上が伸びた。

近年の先行事例

BtoB型分野を得意とする出版社はリアルメディアに展開して
新たな収益構造を築いてきた。

しかし、BtoC型の文芸系出版社は苦戦。

今年2014年10月1日、
株式会社KADOKAWAと株式会社ドワンゴが経営統合
株式会社KADOKAWA・DWANGOに

KADOKAWAとドワンゴの統合

株式会社KADOKAWA
創業1945年の角川書店を

中核とし、映画やゲームな
どを展開する文芸・エンタ
メ系の総合メディア企業。

株式会社ドワンゴ

「ニコニコ動画」をはじめと
する動画共有サイトで成
長した新興インターネット
企業。

KADOKAWA・DWANGOにおいて、

マスメディア型事業とリアルメディア
型事業の融合はどのように進むか？

大きな問い
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登録会員数3000万人を超える「ニコニコ動画」を

地上に再現するコンセプトで行われるニコニコ最
大のイベント。

超会議２では2日間での来場数は10万3561人。

インターネット上で視聴者数は509万4944人。

ドワンゴといえば「ニコニコ超会議」

今後、このノウハウが
出版ビジネスにどう
活かされていくか？

引用：ニコニコ超会議３ イベント概要

経営統合を受けて、KADOKAWAのビジネスモ
デルがどのように変化しているか。

 各ビジネスユニットの収益構造、リーダー人材の動き、
投資動向

 KADOKAWA・DWANGOのユーザーが同社が提
供するサービスをどのように消費しているか。

 各種サービスへの「創発的参画」（表現や創造）の様
子を質的調査の手法で捉える

今後の調査計画

自分で体感しつつ情報を生み出す
pro-sumer*やsocial fabricationの

担い手の本格的な台頭

考察のための仮説

（情報の）

生産と消費の
分離

体験を核にした
（情報の）生産と
消費の融合

*アルビン・トフラー（１９８０）『第三の波』日本放送出版協会

勃興してきたpro-sumerやsocial fabricatorの

ニーズを引き受ける出版社とはどういう存在な
のか。

そのような出版社はどのようにして生まれてくる
のか。

今後の課題

ご清聴ありがとうございました。
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現代の若者のニュース接触経路に
関する研究

ーポスト新聞世代の情報ライフスタイルー

龍谷大学社会学部コミュニティマネジメント学科 ３回生 上田穂菜美

若者はニュースという情報にどのように
接触し、それを活用するのか

若者は新聞を読まなくなったとされるが、
ニュースに触れていないわけではない

ニュースが生活の中で果たす役割が質的に
変化しただけなのではないか

問題意識

新しいニュース接触経路の勃興

参考：2014年度 モバイルニュースアプリ利用動向調査
http://www.ictr.co.jp/report/20141104000070.html

情報形態としての
ニュースの特性（一応の確認）

•ニュースは「強い情報伝達」を目的とした情
報スタイルの一つ

① 「驚き」を手がかりにして、情報を強く伝達
新奇性、規模の大きさ、意外性・・・

② 「ファクト」（事実）を伝えることを通じて「メッセージ」
を伝達する

③ 「倫理性」に基づいて情報を取捨選択

今回の調査概要

趣旨

対象

調査方法

•人は今まで経験したことのない状況
が待ち受けている場合、どのような
ニュースを入手して備えるのか。

• その際にニュースを入手する媒体を
使い分けることをしているのか。

• いくつかの社会的集団に属する
平成生まれの若者

• インタビューを中心と
する質的調査

総選挙を
初めて経験
する若者

調査対象とする主な集団のイメージ（例えば・・・）

オタク
ヘイト

スピーカー
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ニュースアグリゲーターの台頭

新聞

テレビ

新聞社やテレビ局のWebサイト

ニュース
アグリゲーター

ニュースアグリゲーター
• 多様なプロバイダーのニュースを統合
• Yahooトピックス、Googleニュース、LINEニュース、Gunosy、SmartNews etc.

例えば・・・私自身のニュース接触の流れ

時期 媒体 内容

１ １ 月 中 旬 テレビ 総選挙が行われるかもしれないと知る。

１１月１８日 テレビ 解散が可決、総選挙の日程が明らかに

１ １ 月 下 旬 新 聞 各党がどのような動きを取るか

自分の住む地域の立候補者の確認

１ ２ 月 ３ 日 新 聞 各党がどのような動きを取るか

・媒体を自然と使い分け、情報を得ている。そこにはこの媒体なら私の欲しい情報を
的確に得る事ができる、と確信している部分がある。
・この場合他人の意見に影響されたくないという思いがあるため、インターネットなどの
個人的な意見が多く含まれる媒体に接触することを避けた。また詳細な情報を得る
ために
新聞を選んだが、それにはいくつか理由が含まれる。

今後の計画

・３つの属性についてそれぞれ３人程度の
インタビューを行う。

・調査対象者のニュース接触経路の組
み合わせや傾向を明らかにする。

・調査結果を踏まえて、SNSやモバイル端
末が普及した時代のニュース流通のあり方
について一般的な理論の構築を行う。

ご清聴ありがとうございました。
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要旨･･･本研究では，市民協働による地域課題解決を促進するため，バックキャスティングに基づ

く課題解決シナリオをLinked Open Data (LOD) として記述し，共有するWebアプリケーションを開

発中である．本アプリケーション「ゴオルシェア」は，身近な地域課題やマスメディアが報じる社

会課題を地域住民が入力してオープンデータ化する機構と，その課題が解決された理想的な将来像

を目標データとしてオープンデータ化する機構を提供する．さらに，その抽象的な大目標を達成す

るために何をすれば良いかという部分目標を具体化し，目標達成へのシナリオとしての目標階層構

造を編集する機構も提供する．本稿では，シビックハッカソンと呼ばれる開発イベントでのゴオル

シェアの運用状況を紹介し，そのために今後改良すべき点を検討する． 
 
キーワード Linked open data, backcasting, 持続可能性, シビックテック, 住民参画, 市民協働 

 
 
１．はじめに 
 少子高齢化や人口減少，行財政問題などにより，地域社会の持続可能性を高める技術への社会的要求が高まっ

ている．今後の日本社会では，行政サービスの行き届く範囲が縮小していく可能性が高いため，組織横断的な市

民協働によって地域課題に取り組む必要性が増していくと予想される．よって，そのような市民協働を支援する

技術や，そのためのコミュニティ形成を促進する技術の重要性が高いと考える．このような社会的要請に対して

本研究では，公共圏での組織横断的な市民協働を促進するために，地域課題やその課題解決シナリオを共有でき

るオープンデータとWebシステムの開発を目指している． 
 近年，地域課題解決を志向した協働にソーシャルメディアが利用されるようになってきている．しかし，

FacebookやTwitterなど多くのソーシャルメディアではリアルタイム性が重視され，古い情報が流れ去ってしま

うという問題がある．そのため，これら既存のソーシャルメディアは，社会課題への継続的な取り組みのための

課題共有や，解決に向けたシナリオ共有には適していなかった．この問題に対して本研究では，バックキャステ

ィング (backcasting) 1) と呼ばれる手法に基づいて目標およびそのアプローチをオープンデータとして公開・共

有可能にすることで対処する．バックキャスティングとは，最初に目標とするビジョンを描き，次にそれを実現

する道筋を将来から現在にさかのぼって記述する2) ことによってシナリオを作成する手法である．これは，現状

から将来を予想するフォアキャスティング (forecasting) と対をなす手法である．これら2つの手法は，互いに相

補的に用いられる．特に，社会の持続可能性を扱うサステイナビリティ学 (sustainability science) の分野では，

バックキャスティングを用いた研究が多い．資源や環境の制約を考慮せずに右肩上がりの成長を前提とした現状

から将来像を予測するフォアキャスティングでは，破局を予測してしまうことになり，持続可能性向上のための

方向性が定まりにくい3)．フォアキャスティングでは，そもそも現在の延長線上にあるシナリオを考えるため，

そのプロセスからは新しい解決策が生み出されにくい 4)．破局を回避して持続可能性を高めるためには，バック

キャスティングにより先に望ましい将来像を設定し，その長期的目標への到達方法を逆算しつつ必要な具体策を

講じていく必要がある． 
 上記の観点から，サステイナビリティ学の分野では，バックキャスティングに基づくシナリオや政策立案の研

究が多く存在する．しかし，そのように作られたシナリオをどのようなデータモデルで表現してオープンデータ

化すべきか，どのようにWeb上で共有・運用していくべきかという観点での研究は，筆者らが知る限り未だ少な

い．我々は，市民協働を促進するための技術として，バックキャスティングにおける理想的な将来像やビジョン，

長期的な目標，さらにそれを実現するためのシナリオを共有するWebプラットフォームの実現を目指している．
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この目的と親和性の高い技術基盤として，Linked Open Data (LOD) を採用する．データセット中の全ての事物

にURIが与えられ，他のデータセットと相互に紐付けられるというLOD の性質により，組織を越えたデータの

相互運用性 (interoperability) がもたらされる5)．この性質により，既に普及しているソーシャルメディアや地理

情報データセットを利用しながら地域課題やその解決目標を構造化可能になる．次節では，社会課題とその解決

目標をLOD化するWebアプリケーションを紹介する． 
 
２．ゴオルシェア：社会課題と解決シナリオをLOD化するWebアプリケーション 
 現在我々が開発中のゴオルシェア 6,7,8,9) は，身近な地域課題やマスメディアが報じる社会課題を地域住民が入

力してオープンデータ化できる Web インタフェースと，その課題が解決された理想的な将来像を目標データと

してオープンデータ化できる Web インタフェースを提供する．さらに，その抽象的な大目標を達成するために

何をすれば良いかという部分目標の具体化していくことで，目標達成へのシナリオとしての目標階層構造を編集

する Web インタフェースも提供する．図 1 に，ゴオルシェアのインタフェースを示す． 
 

 
 

図 1: ゴオルシェアのユーザインタフェース（「目標」）タブ 
 
 ゴオルシェアからのデータ入力は「課題」タブと「目標」タブに分かれており，図 1 は「目標」タブのインタ

フェースである．図 1 上部には目標の検索フィールドがあり，左側には新着の目標リストが表示される．右側に

は，選択された目標の詳細や各種ボタン，関連地域の地図，目標の階層構造などが表示される．また，「課題」

タブの課題データと，「目標」タブの目標データは，解決策を表すリンク（プロパティ）により紐付けられる．

図 1 の例では，2014 年 2 月に開催された「世界防災・減災ハッカソン『Race for Resilience』」10) の名古屋会場で

入力された「『すごい避難訓練ゲーム』を開発する」という目標が選択され，その詳細と，紐付けられた地域で

ある名古屋の地図が表示されている．さらに右下には，「『すごい避難訓練ゲーム』を開発する」の上位目標を

含む階層構造が表示されており，「南海トラフ地震に備える」という大目標（将来像）に向けた部分目標として

の開発であることが見てとれる．目標目標の詳細に付随する各種ボタンには，「部分目標を作る」「似た目標を

探す」「参加してみる」等があり，具体的な部分目標の作成，類似目標の推薦，参加者としての紐付けが可能で

ある． 
 ゴオルシェアにおける目標の階層構造は，サステイナビリティ学の分野でロジックツリー2) と呼ばれる構造と

似た構造になっている．まず，理想的な将来像として最上位の大目標を設定し，その達成に必要となる具体的な

部分目標へと細分化していく作業は，バックキャスティングに基づくシナリオ作成作業と見なすことができる．

この場合，下位の具体的な部分目標になるほど近い将来像になり，上位の抽象的な大目標になるほど遠い将来像

と見なすことができる． ただし，ゴオルシェアにおける目標データは，「誰がその目標を目指しているか」「誰
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がその目標達成に協力しているか」等を表すため既存のソーシャルメディア（Facebook と Twitter）のアカウント

URI と紐付けられ，また「どの地域に関する課題／目標か」を表すため既存の地理情報 LOD（GeoLOD11) と

GeoNames12)）の URI と紐付けられている点で，単純なロジックツリーよりも市民協働に特化したデータモデル

となっている．つまり，一般的なロジックツリーに加えて，シナリオに貢献する主体および関連する地域へのリ

ンクを有するのが，ゴオルシェアにおける目標階層構造であると言える． 
 このシナリオすなわち目標階層構造のデータセットは OpenLink Virtuoso13) により LOD 化され，外部から

SPARQL と呼ばれるクエリ言語で検索・取得できるように SPARQL エンドポイントが公開されている．このエン

ドポイントの URL は http://collab.open-opinion.org/sparql，グラフ URI は http://collab.open-opinion.org である．さら

に将来的には，ゴオルシェア以外のシステムでもシナリオのオープンデータを利用しやすくするために，単純な

HTTP GET パラメータにより JSON 形式でシナリオを取得可能な Web APIも公開する予定である．  
 このようにバックキャスティングに基づくシナリオをオープンデータ化することで，我々は，以下のような社

会的効果をもたらすことを目論んでいる． 
 
(1) シナリオ中の目標が類似した他主体を本データセット中から検索して推薦する機能により，潜在的な協力者

を探索可能にする． 
(2) シナリオ中の目標を部分目標へと具体化する機能により，他主体が貢献可能な具体的なタスクを検討可能に

する． 
(3) マスメディアが報道する断片的なニュース等を情報源として，影響力ある主体の目標やシナリオを第三者が

オープンデータ化して共有することにより，近未来の社会像に関する透明性を向上させる． 
 
３．シビックハッカソンにおけるゴオルシェア運用状況 
 ゴオルシェアは未だ開発途上であり，データモデルに依存したユーザインタフェースを採用しているため，IT
リテラシーがそれほど高くないユーザが使えるほど洗練されてはいない．今後は，データモデルを意識せずに使

えるユーザインタフェースへと洗練化していく必要がある．ただし，ユーザインタフェースの洗練化のためには，

実社会で運用しつつ実際の課題解決シナリオを集めながら，洗練化の方針を検討する必要がある． 
 そこで本研究では，まずは IT リテラシーが高いユーザとしてシビックハッカソンの参加者を想定し，実際の

課題解決シナリオを収集する．ハッカソン (hackathon) とは，週末などに技術者の参加を募り，何らかのプロトタ

イプを短期間で試作する開発イベントである．また，シビックハッカソン (civic hackathon) とは，技術者だけで

なく社会課題を感じている市民の参加も募り，市民協働によって社会課題解決に貢献するシステムを試作するハ

ッカソンである．課題解決型ハッカソン 14) と分類される場合もある．図 2 に，典型的なシビックハッカソンの流

れを示す． 
 

 
 

図 2: 典型的なシビックハッカソンの流れ 
 
 シビックハッカソンでゴオルシェアを運用するにあたり，まず図 2 のステップ 1 においてゴオルシェアの「課

題」タブに表示される課題データを利用し，ステップ 2, 3 のアイデア出しとチーム形成において「目標」タブに

表示される過去のハッカソンの目標データを利用する．さらに，ステップ 4 の開発に先立ってシステムの仕様を

話し合う際に，チームメンバーが議論しながらバックキャスティングに基づくシナリオを作成し，ゴオルシェア

に入力する．ここで入力されたシナリオデータは，以後に開催される別のハッカソンのステップ 1 や 2 で参考に

できるだろう． 
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 これまでに本研究では，前述した世界防災・減災ハッカソン「Race for Resilience」10) の名古屋会場と，2014 年

10 月に開催された「名駅地下街バリアフリーハッカソン」15) でゴオルシェアの運用を試みている．ただし，ハッ

カソン参加チームのメンバーが議論しながらシナリオを作成するには，現状のゴオルシェアのユーザインタフェ

ースは充分でない．現状のようなデータモデルに忠実なインタフェースよりも，シナリオすなわち目標階層構造

を直感的かつ協調的に操作できるようなインタフェースが望ましい．現在，そのようなシナリオ協調編集のため

の Web インタフェースを開発中ではあるが未完成である．そこで，名駅地下街バリアフリーハッカソンでは，ま

ず大きな模造紙と付箋を用いて目標階層構造を作り，シナリオが完成してからゴオルシェアに入力するというア

プローチをとった．上記の名駅地下街バリアフリーハッカソンでは，参加 4 チームのメンバーが入力した 4 シナ

リオと，各シナリオに含まれる 29 の目標データを収集した．これらの 4 シナリオは，当該ハッカソンの大目標

「車椅子など外出困難な方が思わず地下街に行きたくなるサービスを作る」の部分シナリオとして登録されてお

り，http://bit.ly/bfree-goal という短縮 URL から閲覧可能である． 
  
 
４．実社会応用に向けた改良点 
 2015 年の 2 月 21 日に予定されている International Open Data Day (IODD 2015) の名古屋会場でのハッカソンに向

け，シナリオを直感的かつ協調的に操作できるようなユーザインタフェースの開発を進める予定である．IODD 
2015 名古屋会場では，現在，名古屋市交通局が提供する市バス等のオープンデータを利用したハッカソンが企画

されているため 15) ，その準備として市バスに関する課題や理想的将来像を収集する計画である．また，文献 7) 

でも述べたが，取り組むべき課題の重要性をハッカソン参加者が評価・選定する機構や，目標の階層構造からシ

ナリオの説明文を生成し，それをチームメンバーがわかりやすく編纂する機構も必要であろう． 
 今後，上記のようなシビックハッカソンでの運用を通じてゴオルシェアの洗練化方針を定め，IT リテラシーが

高くないユーザでも利用可能なユーザインタフェースへと改良していく．さらに，文献 7, 9) で示したように，

RDFa に基づく Web アノテーションシステム WFE-a を利用し，ニュース記事等から影響力ある主体（政治家や地

域行政など）が目指すシナリオを人手で抽出してオープンデータ化する機構を追加することで，社会の将来像に

関する透明性を向上させるプラットフォームへと発展させていく予定である． 
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１．はじめに 

 
近年、科学館や児童館が子ども向けのワークショ

ップを企画・開催することが増えてきた。これは、

昨今の「科学嫌いの子どもたち」への対応と「自ら

学び、自ら考える」力の育成が重視されていること

に起因する。筆者らも名古屋市科学館や名古屋港水

族館の協力を得て数々のワークショップを企画・開

催してきた。今まで実施したワークショップ数は約

３５回であり、約７００人の子どもたちが参加して

きた。 

 しかし、これらのワークショップの様子を観察し

てみると、そのワークショップを「楽しんでいる

子」と「戸惑っている子」がいることが分かる。そ

れは、そこに集う子どもたちが様々な年齢、興味、

知識レベルの違いであることからくると考えられる。 

 たとえば、2010 年度に実施した「チリメンモンス

ター」のワークショップでは、事後アンケートにお

いて、小学校低学年では、96.3％が、海の生き物に

「とても興味をもった」「興味をもった」と回答し

ているのに対し、理解についての問いは、「とても

理解できた」「理解できた」が 85.2％、「どちらで

もない」「理解できなかった」「全然理解できなか

った」と回答した者は、14.8％もいた。これは、

「とても理解できた」「理解できた」と回答した高

学年の割合が 91.7％であるのと比較すると低い結果

であることが分かる。 

 そこで、本研究では、様々な年齢、多様な知識レ

ベル、すなわち、「習熟度が異なる参加者」に対し

ても満足度、理解度が高いワークショップのデザイ

ンを考えたい。具体的には、「チリメンモンスター

さがし」と「にぼしの解剖教室」のワークショップ

において実施する。 

 

２．様々な習熟度の参加者に対する工夫 

 

 「習熟の程度に応じた学習」の重要性は、数十年前

から教育分野で議論されてきている。文部科学省で

は、平成 14 年に「確かな学力の向上のための 2002

アピール『学びのすすめ』」において、子ども一人

一人の個性や能力を最大限に伸ばしていく教育の重

要性を掲げており、その具体策として「習熟度別指

導」を提案している。現在、多くの学校で学習レベ

ルに応じた集団の編成や教材の提供がなされている。 

 すなわち、ワークショップにおいても、幼稚園児

と小学校高学年が同じ教材を実施するのは教育の観

点からみてもあまり効果的ではなく、各々の年齢に

応じた教材を提供する必要があるのである。そこで、

本研究では、様々な年齢が集うワークショップにお

いて、下記のレクチャーデザインを考えた。 

 

 
図１：レクチャー内における学習のながれ 

 

図１の学習のながれは、最初に全体的な集団学習

を行い、そこで、最低限、ワークショップを実施す

るにあたり必要な目的、知識、注意点等を説明する。

そして、その後、個々の学習者別の教材を活用しな

がらアクティビティを行い、最後に全体で振り返り、

まとめるというものである。 

このようなながれにすることで、多様な参加者の

ニーズに対応することができる。しかし、現実的に

は、１つのワークショップ内で、幼児用、小学生低

学年用、高学年用、といった教材を用意することは、

労力的にも難しいと考える。そこで、本研究では、

最も基本となるシンプルな教材を準備し、それを全

員が共有し、利用する。そして、その教材を理解す

るうえで必要な補助教材を各種用意するという形で

解決したいと考えた。すなわち、下記のものである。 
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①高学年の子どものための「より詳しく理解する」

ための補助教材 

②低学年の子どものための「繰り返し学べる」補助

教材 

 

さらに、集団学習（教師の一方向によるレクチャ

ー）は、子どもたちの集中時間を考え、短めにし、

アクティビティ中心のものにした。それは、自ら能

動的に学び、グループで助け合うことで、考える力、

発見する力、学びあう力を身につけることができる

と考えたからである。また、集団学習時間は、小学

校低学年が集中できる時間として言われている「１

５分間」を目安にする。 

 

③レクチャーは１５分以内。アクティビティ中心の

ワークショップ 

 

本研究は、これら３つの事項に基づくワークショ

ップを具体的にデザインしていく。 

 

３．２つのワークショップの実践 

 

3-1. チリメンモンスターさがし 

3-1-1. 目的 

 前章で述べたように、 ワークショップには性別・

年齢・知識レベルの異なる子どもたちが参加するた

め、同じ課題を与えて同じ目標を達成させることが

難しい。低学年に合わせて難易度を下げてしまうと、

高学年の児童には簡単になってしまう。また、高学

年にレベルをあげてしまうと低学年の児童は目標に

到達することができないという問題が生じる。ワー

クショップ内では、それぞれの年齢に柔軟に対応で

きる教材が必要となってくる。 

 そこで、本ワークショップでは、子どもたちが自

由に書き込むことのできるカード創作アクティビテ

ィを考案した。個別性に応じて制作できる教材を導

入することで、知識レベルや成長段階、発達段階に

応じた学習の実現に繋げていきたい。 

 

3-1-2. 概要 

 「チリメンモンスター」とは、ちりめん（ちりめ

んじゃこ）の中に入っている様々な生物をさすもの

で、きしわだ自然資料館が名付けたものである。本

ワークショップにおいても、ちりめんの中の「モン

スター」を探し、それが何か調べることで、海の生

き物について学んでもらいたいと考えた。 

 本ワークショップのながれは、次の通りである。

スライドを使った集団学習形式のレクチャーを前半

と後半に１０分ずつ行った（図２）。子どもたちの

集中力を損なわせないよう、時折子どもたちに質問

を投げかけ、子どもたちがレクチャーについてきて

いるかを確認しながら進めた。その後１時間程度、

１人１つずつの紙皿に用意したチリメンモンスター

を魚、イカ・タコ・エビ・カニ、その他の４種類の

グループに分ける作業を行い、分類したモンスター

が何かについて、紙の図鑑で調べ、計４種類のカー

ドを作成した（図３）。また、時間が余った子は、

さらに１０種類のモンスターを見つけ、テープで貼

っていくすごろく作りに取り組んだ。（図４） 

 本ワークショップで活用した教材とその特徴は、

「子どもたちが自分のレベルで自由に進める」とい

う点にある。モンスターを分類した後に作成するカ

ードには、上部に名前、中央にはモンスターを貼る

スペース、下部には図鑑で調べた内容や、気づいた

ことを書くスペースを設けた。そして、それ以外は

何も規定はしないことで、子どもたちが好きなこと

を書くことができ、年齢に合わせた制作ができると

考えた。 

 本ワークショップは、今年度３回実施した。各々

実施後、参加者にアンケートをとった。アンケート

の結果に基づき、教材の開発を提案したので、その

過程を事項で述べる。 

 

表１：「チリメンモンスターさがし」開催概要 

場所 交通児童遊園

（瀬戸市） 
交通児童遊園

（瀬戸市） 
しいの木児童セ

ンター（豊山町） 
日程 ８月２４日 １０月２５日 １１月１７日 

時間 ９０分 
５分 

(合計３時間) 
９０分 

対象 

学年 小学生 小学生 小学生 

参加 

人数 １２人 ７７人 ２０人 

 

 
図２：レクチャーの様子（８月２４日 瀬戸交通児童遊園） 

 

 
図３：カード創作アクティビティの課題 
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図４：すごろくの課題 

 

3-1-3. 結果 

 第１回目のワークショップを８月２４日に開催し

た。事後アンケートでは、「学習はどうだった

か？」という質問に対し、「とても楽しかった」と

いう意見が多かった。実践中の様子を観察しても、

カードの作成に楽しみながら意欲的に取り組む姿が

伺えたのでよかった。 

 しかし、一方で、「図鑑で見つけられたか？」の

質問に対して「とても難しかった」が 33％、「難し

かった」が 20％であり、実践中にも何をしたら良い

のか理解できていない子どもたちも見られた。その

ような子の多くは、見つけたモンスターを図鑑で照

らし合わせることはできても、文章を読んで自分で

まとめることに苦戦しているようであった。このこ

とから、アクティビティの時間が長いからこそ、図

鑑の内容を簡潔にわかりやすくし、カード創作アク

ティビティの補助ができる教材制作が課題となった。 

 そこで、私たちは、「チリモン図鑑」のタブレッ

ト化に取り組みたいと考える。紙の図鑑ではなくタ

ブレット図鑑にすることで、①タブレット端末がも

つエンターテインメント性によって子どもたちの学

習意欲を高める、②個々のレベルに応じた学習を進

めることができる、③タッチパネルの利便性により

紙の図鑑より見やすいという効果が予想されるから

である。そこで、その後の２回のワークショップは

「チリモン図鑑」の開発を視野に入れてワークショ

ップを行った。 

 第２回のワークショップは、１０月２５日に開催

し、子どもたちに１匹のチリメンモンスターの写真

を提示して、制限時間内に探す宝探しゲームを行っ

た。その際、子どもたちがどのようなチリメンモン

スターの特徴（色・形・模様・その他）を頼りに探

しているかを調査した。「チリメンモンスターをど

うやって見つけたか？」という質問に対し、７７人

中、「色」が１８人、「形」が２４人、「模様」が

２８人、その他が７人という結果となった。このア

ンケートから、「色・形・模様」の３点を切り口に、

子どもたちは生き物を探しているということが分か

った。 

 第３回目のワークショップは、１１月１７日に開

催したが、このときは、「チリモン図鑑」の開発が

間に合わなかったため「チリモン図鑑」を導入する

ことができなかった。現在開発中の「チリモン図

鑑」は次の特徴を持っている（図５）。 

１） 第２回のワークショップの結果に基づき、「色、

形、模様」の３点の切り口から「モンスター」

を探せるようになっている。 

２） 探し方は、「魚のかたちをしていますか？」

「魚には模様がありますか？」といった質問を

し、子どもたちが選択することでモンスターを

検索する形式とした。これは、多くの低学年の

子どもたちが自分で図鑑を使って調べることが

できなかった経験からである。 

 このようなタブレット教材を導入することで、低

学年の子どもたちにとって、学びを深める良い補助

教材になることが期待できる。 

 

 
図５：デジタル図鑑のながれ 

 

3-2. にぼしの解剖教室 

3-2-1. 目的 

魚について体験を通じてわかりやすく学ぶ「にぼ

しの解剖教室」のワークショップを行った。ワーク

ショップでは魚と人間の違いについての説明を行い、

続いて、にぼしの解剖を行った。解剖を円滑に進め、

解剖した箇所への理解を深めるためにタブレット教

材を活用した。また、ワークショップの最後には取

り出した臓器を用紙に貼りつけ、参加者が持ち帰ら

れるよう工夫をした（図６）。 

 

 
図６：「にぼしの解剖教室」課題 

 

「チリメンモンスターさがし」と同様に、にぼし

の解剖の課題に取り組む中で、参加者のレベルに応

じた補助教材が必要となってくる。今回は２つのタ

ブレット教材を用いて分析し、個々の能力に合わせ

た教材がどのようなものかを追及していきたい。 

 

3-2-2. 概要 
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今回のワークショップでは、知りたいことを深く

学べる「にぼしの学習帳」、そして繰り返し学習で

きる「各部位の解剖動画」の２つのタブレット教材

を開発した。 

「にぼし学習帳」とは、にぼしの各部位の画像を

タップして臓器の基本情報を閲覧できるアプリケー

ションである（図７）。臓器の拡大写真、詳しい解

説が記載されており、子どもたちがにぼしを解剖す

る際の補助としての役割を果たす。画像で楽しみな

がら学習することができ、自ら調べることで自発的

な学びを身につけられる。また、自分の興味や知識

レベルに合わせて深く学ぶこともできる。 

 
図７：「にぼし学習帳」 

 

続いて「各部位の解剖動画」は、にぼしの解剖方

法を分かりやすく理解してもらうために、解剖方法

の一連の流れを動画で説明したものである（図８）。

具体的には、「えら・さいは」「胃」「肝臓」「耳

石」「心臓」「水晶体」「腸」「脳」「卵巣・精

巣」の各部位の取り出し方を動画にし、タブレット

端末で手順を見ながら解剖に取り組んでもらう。 

 

 
図８：「各部位の解剖動画」 

 

 これらの教材を用いたにぼしのワークショップを

幾つかの児童館で実施した。 

 

表２：「にぼしの解剖教室」開催概要 

場所 かすがい元気っこセ

ンター（春日井市） 
しいの木児童センター

（豊山町） 
開催日 ７月１９日 １０月２５日 

時間 １時間 １時間 

対象 

学年 小学生 小学生 

参加 

人数 ２０人 １９人 

 

 
図９：レクチャーの様子（８月６日 しいの木児童センター） 

 

3-2-3. 結果 

今回、参加者の能力に応じた教材を提供したが、

理解度や興味において、どの年齢でも評価が高いこ

とが明らかになった。すなわち、個々のペースに合

わせた学びが可能となり、習熟度の異なる参加者に

十分に対応できることが分かった。 

しかしながら、耳石が取りにくかったなどの意見

がみられ、部位によっては解剖が上手くいかないと

いう課題が残っている。そのため、特に取り出しに

くい部位についてはクローズアップしたコンテンツ

を用意することで、解剖をスムーズに行え、ワーク

ショップのサポートを強化することが期待できる。 

 

４．おわりに 

本研究は、様々な年齢や知識レベル、どの参加者

に対しても満足度、理解度が高いワークショップの

デザインがしたいという思いから始まった。 

「チリメンモンスターさがし」では、子どもたち

の集中力を考慮したレクチャーデザインをすると共

に、個々の年齢に対応できる課題を設定することで、

学習に対する理解度を高めることができた。今後更

に理解度を向上させるために、タブレット図鑑の開

発を進めていきたい。 

「にぼしの解剖教室」のワークショップでは、実

際にタブレット教材を子どもたちに使用してもらう

ことで、学習に対する理解度を向上させることがで

き、ワークショップ型の学習において効果的を発揮

することが立証できた。 

これからも、アクティビティを中心とすることを

前提として、成長段階、発達段階に、臨機応変に対

応のできるタブレット端末の補助教材を用いた学習

を実現できるよう、研究を続けていきたい。 
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Passage to Utopia 
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要旨･･･本論はヴァルター・ベンヤミンの議論を参照しながら、ユートピアの在り方について技術

論との関係から考察することを目的とする。空想として片付けられがちなユートピアの積極的な意

義を見出しつつ技術それ自体の在り方を問うことにより、両極端なものとも捉えられるユートピア

と技術が密接に関係し、現在を動的に変革するという意味で互いに作用しあう構図を描き出す。 

 

キーワード ヴァルター・ベンヤミン、 ユートピア、技術 

 

 

１．はじめに 
複製技術論の祖とも考えられているヴァルター・ベンヤミン（1892-1940）は、社会と技術の関係に対して次の

ように述べている。 

 

   人類も、集団の神経刺激を伝達する試みにおいて、手近にあるような目標に加えて、差し当たりユートピ

ア的である目標にも目を向ける。というのも、社会に対する諸欲求を革命において申し立てるのは、第二

の技術だけではもちろんないからである。1 

 

「第二の技術」と述べられていることに関しては後述するにしても、ここでユートピアという単語が登場するこ

とに注目すべきである。空想的であると捉えられているユートピアと実際的な面に関わる技術の関係はどのよう

なものなのか。そして、そのような関係において描き出される技術論とは如何なるものなのか。科学・技術的な

視点からは一見すると無価値であると思われている空想的なものの価値を再考するとともに、それらの積極的な

イメージを描き出すことを本論の目的とする。 

 

２．ユートピアの意義 
なぜベンヤミンは、そして我々はユートピアを問題にしなければならないのだろうか。それはつまり、技術に

おいて物質的な豊かさが保たれているように思われる現在において、ユートピアの意義は何であるかという問い

である。トマス・モアによる造語の意味を素直に受け取ってしまえば、何処にもない場所であるユートピアは一

つの空想にすぎない。しかしながら、ユートピアに関してマルクーゼも述べているように2、当然とも言うべき積

極的な機能がそこにはある。つまり、現実批判であり、現実変革（の構想）である。このような意味で、現実と

は無縁であると思われがちなユートピアは現実と関係する。それに加え、徳永恂は次のように述べる。 

 

こうして生み出されたユートピアは、現実に対抗する対抗イメージとして、それが実践に移される場合に

は、現実を破壊
、、

する力となる。そして何かの形で、場合によっては意図とは別の形で、現実を変革する。

このように、ユートピアは、それ自身は非現実的でありながら、（一）現実批判、（二）現実破壊、

（三）現実変革という各面で、きわめて強く現実への関わりを持っている。ユートピアが、実現可能性の

実証という観点から見られる限り、それは消極的に評価される。こういう捉え方をわれわれは、消極的ユ

ートピア概念と呼ぼう。それに対してユートピアが、現実を批判し破壊し変革するという面で、つまり現

実に対する否定
、、

的な関わりから、逆に積極的なものとして捉えられるとき、これをユートピアの積極的概

                                                           

 
1 GS Ⅶ 360 

 なお、ベンヤミンのテキストは GSの略号の後、巻数、頁数を示す。 
2 『ユートピアの終焉』参照 
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念と呼ぶことにする。3 

 

以上のように述べられている二種のユートピアを本論では取り上げたい。そしてこのようなユートピアが過去に

実現されなかった夢を含みこみ、技術との連関において現実を動かすことにより、ユートピアそのものがアクチ

ュアルになる過程を考察していきたい。 

 

３．ベンヤミンの技術論 
ベンヤミンと言えば「複製技術時代における芸術作品」が有名であろう。これは機械的な複製技術とアウラの

喪失の問題において主として取り上げられる著作であり、情報技術と社会の関係の議論においてもしばしば目に

するものである。しかし本論では、この著作の根底を流れるテーマを技術の問題として捉えなおしてみたい。つ

まり、技術的な複製（technische Reproduktion）の複製とは一種の模倣であり、その方法としての技術（Technik）

を問題とするのだ。 

技術の問題に関して言えば、1920 年代半ばのベンヤミンの思考が結実している『一方通行路』に収められてい

るアフォリズムの一つに、「プラネタリウム」と題されたものがある。そこにおいてベンヤミンは、技術と自然

（Natur）の関係について次のように述べている。 

 

   帝国主義者たちが教えたことは、自然を支配することがあらゆる技術の意味である、ということだ。しか

し、大人が子供を支配することが教育の意味である、と説明する杖を持った教師を誰が信用したいと思う

のだろうか。教育とは何より、世代と世代の間の必要不可欠な秩序であり、それゆえ、支配ということに

ついて語りたいのであれば、それは子供を支配することではなく、世代間の関係を支配することではない

のだろうか。そしてまた、技術というのも自然を支配することではないのだ。すなわち、自然と人類とに

関する関係を支配することなのである。4 

 

つまり、技術は自然と人類との関係に介入する方法であり、我々の側からの自然の支配のみを意味しない。この

ことを踏まえたうえで、ベンヤミンが述べる「第一の技術」と「第二の技術」について概観したい。 

 

   「自然支配」ということが第二の技術の目的であると言うには大いに議論の余地がある、ということであ

る。技術の目的をそのように称するのは、第一の技術の立場からである。第一の技術は実際、自然の支配

に狙いをつけていた。第二の技術はむしろ、自然と人類との間の共演（Zusammenspiel）を目指すところが

はるかに多いのである。今日の芸術がもつ社会的に決定的な機能は、この共演における練習をすることで

ある。5 

 

支配ではなく自然との共演を主要な目的とする「第二の技術」は、自然と人類との関係性を変革する。これを写

真という複製技術を例に見ていきたい。 

 ベンヤミンの複製論の数年前に「写真小史」が発表されている。ここでは写真について次のように述べられて

いる。 

 

本来カメラは、情緒豊かな風景や魂のこもっている肖像よりも、工学や医学がよく相手にするような構造

上の性質や細胞組織といったものに身近なのである。しかし同時に、写真はこのような素材（Material）に

おいて、微小なものに住まう素材の表情的な側面（die physiognomischen Aspekte）、形象的世界を開示す

るのである。それらは解釈可能で、白昼夢に忍び込むほどに秘められたものであった。しかしいまや、そ

れらは拡大され、表現可能なようになった。6 

                                                           

 
3 『ユートピアの論理』、pp.152-153 
4 GS Ⅳ 147 

 本論で詳しく検討することはできないが、ここで使用されている「自然」とは、我々が単純に思い浮かべる自然環境のよう

な意味での自然のみを指し示さない。それは、歴史の変動の中で固定化されたものを含んだ意味での「自然」なのである。 
5 GS Ⅶ 359 

 なお、「昔からの芸術の最も重要な課題の一つは、ある需要を、つまりそれが十分に満たされる時が未だ到来していないよ

うなある需要を産み出す事であった」（GS Ⅶ 378）と述べられているように、まさに複製技術時代の芸術作品の役割は、機械

的な複製技術が開示する自然と人類の関係の練習である。そして、ベンヤミンは「第一の技術」を原始時代の技術、「第二の

技術」を現代の技術と捉えている（GS Ⅶ 359）ので、本論においては「第二の技術」を機械的複製時代の技術として大別して

おくのみにとどめる。 
6 GS Ⅱ 371 
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ここで述べられているように、写真という複製技術は自然の新たな側面を開示する。それは、アウラに包まれて

いた事物を、アウラを喪失した事物へと変えるということによってである。これまでであればアウラに囚われた

上でしか扱えなかった事物を、機械的複製技術によってアウラが消滅したことにより、以前とは違った視点から

その事物を扱えるようになる。しかも「素材の表情的な側面」とでも言うべきもの（ベンヤミンに言わせれば、

例えばブロースフェルトの植物写真やアジェによる都市の写真など）を開示し、我々による感情移入のような形

で構成されていない事物の（もしくは自然の）側面を見せるのである。このように自然の支配というよりは自然

との新たな関係性を、写真という技術は開示するのである。 

さて、先に複製は模倣であると述べたが、機械によらない複製が太古から行われていたのは周知のことである。

それは身体において自然を模倣する踊りや、手によって自然を模倣する絵画であり、また師匠の作品を模倣する

弟子という関係性においても行われている。このような事実を確認したところで、模倣という観点から写真と映

画に連なる関係性を、少々図式的ではあるが素描してみたい。まず、太古から模倣という欲求が存在する。それ

に対する技術の変遷があり、時を経て写真へと行き着く。写真において静止状態における平面的な模倣が一応完

成したが、それと同時に意図しないアウラの喪失という事態が起こる。そこで自然との新たな関係性が開示され、

それと写真をベースに、事物の再構成という要素が入り込んで映画が作成されるようになる。そしておそらくこ

の先には、情報技術を用いた複製が後に続くだろうが、今回はここまでとしたい。このように現在から過去を振

り返るならば、写真という存在は一つの発展史の正当な結果であると言えるかもしれない。しかしながら冒頭で

も引用したように、そこにはユートピア的な目標が入り込んでいるのだ。むしろそれは、ベンヤミンであれば

「夢の世界」とでも表現するものである。徳永が実現可能性の面から「消極的ユートピア」と表現したもの、そ

れが夢であろう。＜第零の技術＞とでも呼びうる「経験（Erfahrung）」に深く関わるもの、つまり踊りなどによ

る複製の時代（この場合であれば、むしろ技術は Kunst で表わしたほうが適切であろう）、さらに絵画などによ

る複製の時代から考えるならば、それらの時代の技術においては夢であったような模倣の「消極的ユートピア」

が、写真や映画において結実していると見ることは可能だろう。 

しかし問題は、ユートピアは果たして何処に在るのか、ということである。一般的に捉えられているように、

このようなユートピアは同時代の別の場所に、歴史を越えた楽園に、もしくは未来に在るのではない。それは時

間のうちに、そして過去に目を向けて在るのである。そのことを以下に見よう。 

 

４．ユートピアの向けられる先と技術の役割 
ベンヤミンは未来について、「周知のように、未来を探し求めることはユダヤ人には禁じられていた。その代

わりに、トーラーと祈りは、ユダヤ人に想起（Eingedenken）について教える」7と述べている。これは一つの宗

教的な規則に過ぎないかもしれないが、しかし彼の歴史観から見ても、確定的な未来は拒否されることになる。

徳永も指摘するように8、歴史の単線的な連続性を否定することによって、その延長線上にある未来という思考そ

のものが破棄されるのである。言い換えれば、技術による人類の連続的な発展という決定論的な見方の拒否でも

あるだろう。これはつまり、ユートピアを単純に未来に投影するのではないということだ。それではユートピア

は何処に在るのかと問うならば、それは現実を変えたいと思う現在（ベンヤミンの用語を借りれば「現在時

（Jetztzeit）」）に在ると答えることになる。しかしそうと言っても、ユートピアは過去を媒介にしながら現在に

おいてアクチュアルになる、という意味で現在に在るのであり、このようなユートピアは歴史的過去の夢に目を

向ける＜後ろ向きのユートピア＞とでも表現できよう。例えば、あるものの実現可能性という点から見れば、そ

れはその時代の技術・生産関係・我々の意識などといった布置（Konfiguration）から規定される。ある布置が別

の布置へと移行しなければ、言い換えるならば、ある布置によって規定される関係が直線的に続くならば、ある

ものの実現可能性はただの夢と化し、そのまま夢であり続ける。布置から布置への移行、つまりは逸脱的な移行

を含む歴史の在り方にこそ、＜後ろ向きのユートピア＞は関わるのである。 

 先に二種のユートピア、つまり「消極的／積極的ユートピア」を取り上げた。実現可能性から見られた「消極

的ユートピア」は一つの夢に過ぎない。しかしそのような夢を技術の問題（「第二の技術」という視点）から根

本的に問い直せば、夢の価値も変化することになる。例えばベンヤミンは、「パサージュ論」のスケッチとして

書かれた「パリ――十九世紀の首都」のドイツ語版草稿において、次のように述べる。 

 

このような生産物の全ては、商品として市場に赴こうとするところである。しかしながら、それらは未だ

に敷居の上でためらっている。パサージュと室内、博覧会とパノラマはこのような時代の出身である。そ

れらは一つの夢の世界の残滓（Rückstände einer Traumwelt）である。目覚めの際に夢の要素を活用するこ

                                                           

 
7 GS Ⅰ 704 
8 『ユートピアの論理』、pp.163-164 
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とは、弁証法的思考の定石である。それゆえ、弁証法的思考は歴史的覚醒の器官なのである。9 

 

自然に支配される／自然を支配するという関係に囚われているなら、夢の価値、ユートピア的思考の価値は無価

値である。しかし、ベンヤミンが述べるような「第二の技術」という形で技術を捉える場合、それらは利用すべ

き要素へと変化する。つまり、その時点での布置では実現不可能な夢として捉えられていたものが、技術によっ

て開かれた新たな布置によってアクチュアル化する可能性を持つのだ。ある布置において実現された「夢の世界

の残滓」に対して実現不可能だった「夢」は、別の布置において目覚めることができるかもしれない。 

 ある布置において決定されているように見える発展の過程において、その過程から逸脱しなければ次の布置へ

の移行は困難である。もちろん、逸脱にはその布置における関係性が様々な障害となって現れるのであるが、そ

の過程の未来にユートピアを投げかけても無意味である。そこで、別の布置である過去に目を向ける必要が出て

くる。先にも述べたように、＜後ろ向きのユートピア＞は消極的と見なされる過去の夢を引用するのだ。現在の

布置とは別の布置から要素を取り入れることにより、現在の過程に逸脱を生成させること（積極的な意味での現

実変革）を可能とする。例えばベンヤミンも述べているように、絵画と写真には決定的な違いがあるのだ。つま

り写真においては、対象の静止状態での複製という夢がかなり完全な形で実現していることになる。そして、そ

こで開示されたアウラなき自然という一面において、自然を、人間さえもアウラを持たない一種の静止した「廃

墟」のように捉える関係性が浮かび上がってきた。そこから、ある種の物体のように人間を細切れにし運動を複

製するという映画が生み出された。ここでは踊りによって模倣していた運動の複製という夢が、一定の形で実現

されていると捉えることができるだろう。そして映画において、ダダイストが準備した「気散じ

（Ablenkung）」という関係の練習を我々は行う10。ベンヤミンは映画における「気散じ」と古来からの建築受容

の関連を述べるのだが、おそらくこの関係が、現在の情報社会における関係性を産み出しているのだ。そこには

石造りから始まり鉄へと連なるような硬い住居、遊牧民が住むような流動的な住居、一年のほとんどを船上で暮

らす船乗りの住居などという建築技術の夢が流れ込み、「気散じ」という関係性においてサイバースペースが構

築されていることだろう。 

 このように過去の夢を引用し、逸脱を生成し、新たな関係性によって夢がアクチュアルになる可能性を技術の

役割として見出すことが、ベンヤミンによって提示されている技術論のイメージではなかろうか。そして、その

ような技術によって実際に産み出される様々な芸術作品（写真や映画など）は、新たな関係性における共演の為

に機能するのである。芸術の主要な役割が、いまだ十分に確立していない需要を作り出して練習をさせることに

あるように、技術は芸術を通して夢を形成するのである。このように、一見すると空想的なユートピアも技術と

の関わりから重要な役割を担うことになる。ゆえに、「第二の技術」というような技術観から我々が何かを産み

出していく営みを捉え直すことが、情報技術全盛の時代における芸術の意味、技術の意味などを再考する機縁に

なるのではないだろうか。 

 

５．おわりに 
 では、タイトルとして掲げた＜ユートピアへのパサージュ＞とは何を意味するのか。それは、ある時代の布置

において実現されるものと、それに阻まれることによって夢として終わる要素が、別の時代の布置における＜後

ろ向きのユートピア＞において捉えられることによって、その布置そのものを変革しようとする通路を意味する。

一見すると両極端に置かれるもの、つまり空想的なユートピアと実際的な技術は、極端なもの同士の関係によっ

て現在を動かすことを可能にする。ベンヤミンが「ユダヤ人においては、それぞれの瞬間とは、それを通ってメ

シアが出現する可能性のある小さな門であった」11と述べているように、「現在時」とは＜ユートピアへのパサ

ージュ＞なのである。 
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1) Walter Benjamin, Gesammelte Schriften, unter Mitwirkung von Theodor W. Adorno und Gershom Scholem, herausgegeben von Rolf 
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3) ヘルベルト・マルクーゼ、清水多吉訳、『ユートピアの終焉』、合同出版、1981 

                                                           

 
9 GS Ⅴ 59 

 なお、ベンヤミンが捉える意味での弁証法は通俗的な弁証法とは異なる。イメージだけを述べるならば、その一面は未来と

過去という時間的なものの、静止状態での弁証法として捉えることができるだろう。 
10 GS Ⅶ 379 
11 GS Ⅰ 704 
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要旨･･･本発表においては、ジルベール・シモンドンが提起した技術的対象という概念を問い直す

ことで、それを現代の技術、情報化社会における主体性や、身体の問題へと拡張する。さらに、価

値の問題を再考することで、理想のヒューマン• マシーン• インターフェースを模索する。 
 
キーワード	
 技術的対象， テクノ感覚学，時-空，ヒューマン• マシーン• インターフェース 

 
 
1．微小の可変的な機械 
	
 フランスの哲学者、ジルベール・シモンドン(1924-1989)	
 シモンドンは、博士号の副論文として提出した『技
術的対象の存在様態について』において、諸技術を「技術的諸対象[objets techniques]」として考える独特の技術
論を展開した。シモンドンはサイバネティックスを批判するのだが、それが「技術的対象」をすでに確立されて

いる類[genre]や種[espéce]によって分類してしまうことである。しかしながら、そのような類や種は一時的でしか
ない社会的、時代的、環境的な条件によって規定されている。以下に続く章で明らかになっていくが、人間の技

術の見方を規定するパラダイムは変化していくのであり、それに応じて技術的対象の分類の仕方も変化していく。

われわれの技術に対する見方は、そのつどの社会的、時代的、環境的な条件によって規定されており、類や種の

フィルターをかけることでしか、技術的対象を思考できないのである。	
  
	
 シモンドンにとって「技術の本質[essence technique1]」とは「傾向[tendence2]」である。始めから具体的である
ような生物とは違い、「技術的対象は凝集化[concrétisation]への傾向を持っている3。」その傾向は、どの方向へ

行くのかは分からなのであり、いまだ発展のために閉じることなく、つねに開いている。その利点は、空間的に

も（全く異なった分野から転用する）時間的にも（過去に遡り技術を再発見する）、部品を入れ替えていくこと

で、新たな機能を発生させることが可能なことにある。サイバネティックスは、《生物と機械を同一視》したい

がために、自動制御という機械のごくわずかな面しか見ていないのだ。したがって、発明とは、関係性のネット

ワークにおける結節点となり、新たな条件となる組み合わせ方を生みだすことである。これは、レヴィ＝ストロ

ースの「ブリコラージュ[Bricolage]」と同じく、始めに理論や設計図がない。その場で手に入るものを寄せ集め
て、それらを部品として何が作れるか試行錯誤しながら、最終的に新しい物を作りだしている。しかしながら、

シモンドンの発明が、レヴィ＝ストロースのブリコラージュと異なっているのは、それが現在の身体における生
、、、、、、、、、、

き生きとした経験には依存していない
、、、、、、、、、、、、、、、、、

ことである。むしろ、シモンドンはそこから逃れることこそが、発明の新

たな条件を生みだすと考えている。身体的経験から考えることは、やはり、日常的な認識である類や種のフィル

ターから技術的対象を思考してしまうことになる。むしろ、機械こそが、人間の身体的経験を脱根拠化する「齟

齬[disparité]」を生じさせてくれるのだ。シモンドンは、このような日常的な認識から離れて、新たな条件となる
組み合わせ方を生みだすことを「カップリング[couplage]」と呼ぶ。 
	
 シモンドンはサイバネティックスの《生物と機械を同一視》を批判している。彼は、技術の進展を生物の進化

に例えているが、機械だけの発展には可能性を感じていない。機械も人間と同じように、ある意味では、現在の

身体における生き生きとした経験(そのつどの明証性)に依存しているからである。また、機械がいままで不調和
だった要素や部品を、日常的な認識を離れることで調和させる、新たなカップリングを生みだすこともあり得な

い。それが可能な機械がもし存在するとしたら、世界を絶対的に俯瞰
、、、、、、

して、諸価値のネットワークと必要な部品

の調達を計算できる、人間を凌駕した機械である（外部）。これは、あまりあり得なさそうな話しである。むし

ろ、機械ははじめから人間によって条件づけられており、それを脱根拠化する「操作」をすることはない。しか

しながら、人間もあまり事情は変わらず、機械と同じように程度の差はあれ、現在の身体的な経験によって条件

                                                             
 
1 MEOT,p.50. 
2 Ibid. 
3 MEOT,p.59. 
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づけられているのだ。むしろ、シモンドンが期待しているのは、機械と人間の条件づけられたもの同士が、《偶

然》に相互作用しあうことによって、その条件をそのつど乗り越えていく事態である。そして、それは人間が

《外部》から機械を操作するということだけではなく、人間の《内部》、つまり人間そのものに対しても条件の

変更を迫る。 
	
 檜垣立哉は、「生命とは物質＝質料的なものであり、そうであるかぎりにおいて、われわれは、自己の生命的

質料性をさまざまに操作する可能性に充ち溢れている。（中略）生成する生命システムのなかに存在しながら、

そこで自己であるということ。そもそも齟齬であることを含む一連の議論が展開されるべきである4」、としてい

る。人間とは、《生命》と《技術》のあいだにあり、絶えず社会的、時代的、環境的な条件の変動において、そ

の条件、つまり「人間の条件」を問い、そして改変していく倫理的な存在なのである。 
 
	
 テクノロジーをもった人間は、生命であることの圧倒的な受動性を、テクノロジーの能動性によって、つまり 
	
 物質的装置の操作を媒介とした働きかけによって変容させねばならない。しかしそこでテクノロジーは、それ 
	
 が何に対して、どのような働きかけをなしているのかを、絶対に明確にはできないのである。それは自然と生 
	
 命と環境の無限性に触れてしまうのだから5。 
 
技術的対象とは、このような変容を人間と機械のあいだで可能にしてくれる、そのつど相互作用することによっ

て、おたがいに条件づけられ、そして、おたがいに条件が変化していくものである6。次章で述べるが、人間とは、

《生命》と《技術》のあいだにある以上は、技術的対象というヒューマン• マシーン• インターフェースの外部

には存在せず、むしろそこに《内在》している。いかにして、全体と調和しつつ
、、、、、、、、

、これまでの《自己の条件》か

ら抜け出て
、、、、

、新たなテクノロジーの価値を表現する
、、、、

のか。問われるべきなのは、新たな主体のありかたである。 
 
２．テクノ感覚学 
	
 日常的な認識や、人間の身体における経験を離れることで、人間はこれまで経験できなかった感覚を手にする

ことができる。シモンドンは、機械と人間のあいだでの条件の変動によって生じる、新たな感覚を思考すること

を「テクノ感覚学[techno-aesthetics7]」と呼ぶ。古代ギリシャ語に由来する aesthèsis[perception、sense]は感覚を意
味している。例えば、弓を発明することは、いままで考慮に入れていなかった諸条件を考えることである。それ

は、石や槍を投げることとは違い、弾性力を用いる弓は特別な筋肉の使い方、新たな運動感覚図式を生じさせる

のだ。これまでとはまったく異なる運動感覚図式によって、獲物の移動スピードやその方向、そこまでの距離、

風の強さといった条件を考慮に入れなければならない。さらにそこから、弓の引きと自分の筋肉の強さを上手く

調和させねばならない。新たな技術によって可能になる運動感覚図式は、人間には共通であり、技術の発明によ

って用いる人すべてが、新たな諸条件によって自然とかかわる。しかし、もう一方では、この世界に同じ人間は

いないので、それらの条件の考慮の入れ方は、それぞれの人によって微妙に異なっている。 
	
 さらに、運動感覚図式という自然との《外部》的な関わりだけではなく、人間は《内部》にも自然を含みこん

でいる。バイオテクノロジーは、人間の《内部》において、上手く条件を変動させつつも《全体》と調和するか

が問題となるからである。テクノ感覚学が問題にするのは、「表現の価値[the value of presentation8]」である。技
術的対象は、どのようにも変形できて、多型で、さまざまな組成からなり、どのような要求にも一致する。ただ

し、それは一挙にはできない。新たな技術は新たな感覚を生じさせて、人間と自然との新たな関わりかたを、そ

のつど少しずつ可能にする。 
 
	
 あらかじめ固定された方向への歩みとして考案された進展が問題なのではないし、自然の人間化 
	
 [humanisation de la nature]が問題なのでもない。このプロセスは、人間の自然化[naturalisation de  
	
 l'homme]としてもまた生じうる。実際、人間と自然の間では、人間の知性によってのみ可能となっている、技 
	
 術－ 地理的環境[milieu techno-géograohique]が創りだされている9。 
 
                                                             
 
4 檜垣立哉、『ヴィータ• テクニカ』、pp10~11. 
5 Ibid,p.13. 
6 「われわれは徹頭徹尾生命機械である。しかしわれわれは生命機械としての自己自身を、テクネーにおいて改変する契機をそ

なえた機械である。自己とはそうしたテクネーのことである
、、、

。」ibid,p.15. 
7 Gilbert Simondon, ON TECHNO-AESTHETICS, pp1~8.シモンドンの狙いは自然哲学であり、諸技術が上手く環境と適合し
た時にだけ、それは良いテクノロジーだとしている。いかにして、いままでなかった機能を、環境と調和させることで生じさ

せるのか。それは、それ自体で良いものを問題にする、美学に通じる。 
8 Ibid,p.4. 
9	
 MEOT,p.69.	
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機械と人間のあいだでの条件の変動によって生じる、新たな自然との関わり方を、シモンドンは「連合環境

[milieu associé]」と呼ぶ。「人は、技術的対象の助けを借りてしか、自然の感覚[the aesthetics of nature]を見ること
できない10。」人間と自然のあいだで、機械の結びつき方が変化していくことで、新たな環境が生じてくる。技

術的対象は、人間と自然と機械を結びつけるインターフェース[interface11]、すなわちヒューマン• マシーン• イ
ンターフェースなのだ。 

	
 人間が全体と調和しつつ
、、、、、、、、

、これまでの《自己の条件》から抜け出て
、、、、

、新たなテクノロジーの価値を表現
、、
したと

きだけ、人間だけでも機械だけでもあり得なかった新たな条件が技術的対象から生じる。おたがいに条件づけら

れ、そして、おたがいに条件が変化していくのだ。それは、人間の《内部》においても《外部》においてもであ

る。人間はまるで薄い膜[membrane]のようにして、「内部は外部の襞である12」かのようにして、条件の変動に

よって新たな価値を生じさせる。「技術的対象は存在条件として、それみずからが自身の条件となっている。こ

の「自己‒ 条件づけ[auto-conditionnement:自動制御]という現象は、それに応じて技術的対象の発展が、進展しす
ぎたり適応できなくなったりすることなく、可能になっているようなある原理を規定している13。」いかにして、

さまざまな諸条件に拘束されたローカルな《ここ、いま[hic et nunc]》から抜け出て
、、、、

、グローバルである全体と調

和する価値を表現
、、
するかが問題となる。それは、決して機械を訳の分からない方向や、これまでの条件とは関係

ない方向に発展させたりしないのである。 

	
 いままでの条件のみを考えること
、、、、、、、、、、、、、、、

、あるいは
、、、、

、いままでの条件をまったく無視すること
、、、、、、、、、、、、、、、、、、

、これらこそが不調和
、、、、、、、、、

を生じさせる
、、、、、、

。「そのつどの変様[modification:修正]が自己‒ 条件づけ(自動制御)されている14」のであり、その

つどの価値を生じさせるように働いているのだ。いままでの条件は、新たな条件が創造されることで、少しずつ

乗り越えられていく。しかしながら、時として信じられないような、いままでの常識では考えられないような、

新たな条件が生じてくることがある。 
 
	
 適応‒ 凝集化[adaptation-concrétisation]は、すでに与えられている環境によって条件づけられる（制御される） 
	
 代わりに、ある環境の誕生を条件づける（制御する）プロセスである。適応‒ 凝集化は、その発明以前には潜 
	
 在的にしか存在していないような環境によって条件づけられて（制御されて）おり、発明があるのは、適応‒  
	
 凝集化が創造する環境の内側において、適応‒ 凝集化が確立する関係によって実現され、根拠づけられるよう 
	
 なある跳躍[saut]があるからである15。 
 
いままで、あり得なかった条件が跳躍によって生じてくることによって、潜在的にしか存在していなかった価値

が実現されるのだ。 

	
 自己‒ 条件づけは、人間の《内部》でも《外部》でもなく、そのあいだ
、、、、、

、主観的なものと客観的なもののあい
、、

だ
、
において生じる。「内部環境（DNA）も外部環境（環境の質料性）も含むかたちで、まさに境界（遺伝子や免

疫や脳）として自己生成していく「生物」の「自己」というあり方。（中略）それは生命体が、まさに自己生成

的な生物機械としてこそ「自己」であるという側面16」を、技術的対象は示している17。ある技術はそれだけで存

在することはあり得ず、絶えずさまざな技術との関係性のなかでネットワーク化されている。これまでの条件を

踏まえた上での、新たな条件の創造は、グローバルと調和しながらもローカルな場において新たな価値を生じさ

せる。そして、それはグローバルな価値のネットワークを変動させるものである18。自己‒ 条件づけという主体

性の変容によって、グローバルな理念も変容していく19のであり、それはまるでピエール・レヴィの集合的知性

                                                             
 
10 Ibid,p.5. 
11 Ibid,p.1. 
12 ピエール・レヴィ、『ヴァーチャルとは何か？』p.137. 
13 MEOT,p.68. 
14 MEOT,p.69. 
15 MEOT,p.68. 
16檜垣立哉、『ヴィータ• テクニカ』、pp22. 
17 このような技術的対象の生命機械の側面を表現している分野として、バイオアート[bioart]がある。 
18 これをシモンドンは「価値論的価値[valeur axiologique] MEOT,p.77.」と呼ぶ。価値論的価値とは、そもそも価値とは何かを
問うことである。価値とは、それ自体でよいものであるが、これはやはり自然哲学• 芸術• 美学の問題になる。 
19 秋庭史典は、美学について「美学が魅力的だったのは、美学が、美のありかを定めることによって、自然科学的世界像と目
的論的世界像を共存させ、人々に生きる希望を与えたからであること、また美学の課題とは、自然はどどうなっているのかに

ついての知識に、自然や人は何のためにあるのか、何のために生きるのかという目的を重ね描きすることだったことを、確認

しました。美学の課題は、美の定義ではなく、美のありかを示すことだったのです『あたらしい美学をつくる』p.201」と
している。技術的対象の問題は、絶えずズレをはらみ、齟齬を起こし、すれ違い変動しているをインターフェースを、どのよ
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[Intelligence Collective]のようである。次章では、技術的対象が情報化社会において、どのように機能しているの
かを見てみよう。 
 
３.時-空と減速 
	
 技術をただ称揚する価値観は、多くの場合において、みずからを絶対的速度だと信じて、他の価値観を支配し

ようとする。技術による生の潜勢力の爆発を信じた未来派が、ファシズムに行き着いたのが最も良い例であろう。

ならば、現代において無限の速度を誇示することはできるのであろうか。技術的対象をインターフェースとする

哲学は、そのような生の潜勢力の爆発をもたらすのであろうか。たしかに、インターネットの普及による高度情

報化社会は、無限の速度にも感じられる、新たな時間と空間のありかたをもたらした。それは時に、めまいにも

似た酩酊感と、絶対的速度を手にした気にさせる高揚感を与えてくれる。	
 

	
 

	
 コミュニケーションの増大と高速輸送の一般化は、社会のヴァーチャル化の同じ運動から、つまり「そこ」か	
 

	
 ら脱出すべきという同じ指向から発している。輸送革命は空間を複雑にし、小さくし、変容させた。しかしこ	
 

	
 のことはもちろん、伝統的環境の著しい破壊を代償としている20。	
 

	
 

だが、技術的対象の主体性である自己‒ 条件づけは、いかに速さを獲得するのかよりも、むしろいかにして減速

することでその固有の価値を獲得するのかが問題である。繰り返すが、自己‒ 条件づけは、これまでの条件を踏

まえた上で、新たな条件を創造することで、いかにグローバルと調和しながらもローカルな場において新たな価

値を生じさせるのか、それこそが問題なのだ。	
 

	
 自己‒ 条件づけは、人間の《内部》でも《外部》でもなく、そのあいだ
、、、

、主観的なものと客観的なもののあい
、、

だ
、
において生じるのであって、身体はつねに変化している《主体性

、、、
》である。「こうして身体は自分自身から抜

け出し、新たな速度を獲得し、新たな空間を征服する。それは外部へと流れだし、具体的な主体性において技術

的外部性や生物学的変異を転倒させる。「身体は複数化するのである。」21」身体は絶えず複数化して、その場

において固有の価値を獲得する。「技術は行為と器官の諸機能をヴァーチャル化する。ところで、道具、人工物

はただただ役に立つ事物であるわけではない。技術的客体は手から手、身体から身体へとバトンのように渡って

いく。それらは共同の使用をもたらし、ノウハウの仲介物、集合的記憶の使者、恊働の触媒となる22。」	
 

	
 われわれは、さまざまなインターフェースを介して、インターネット上の集合的知性に参与していく。そこで

の酩酊観や高揚感に浸れば、それを絶対的速度だと信じて他の価値観を無視してしまうことになる。真のヒュー

マン• マシーン• インターフェースとは、絶えず固有の価値を持つ《ここ、いま》と無数の《そこ、いま》へと

振り分けつつ、また新たな条件の創造によって、別の仕方で集合的知性へと参与させるものである。「この意味

で、私たちは集合的知性を、至る所に配分され、不断に価値評価され、リアルタイムで相乗効果を起こしている

[mise	
 en	
 synergie]知性として、定義できる23」。エリー• デューリングが言うように、相対性理論がその中心

に置くのは、「有限の限られた速さの理念である24。」無限の速度など結局はあり得ず、それぞれの速度は光速

度との相対的関係からしか意味を持たない。どの価値観も、優位を誇ることはできないのであり、むしろ、支配

的価値観として速度が上がれば上がるほど減速し、技術的対象のヒューマン• マシーン• インターフェースによ

って、別の《ここ、いま》と無数の《そこ、いま》へと振り分けられてしまう。高度情報化社会において、時間

と空間は分離されず、それぞれの速度を持つ空間が固有の価値を持っている。問題なのは、時-空においていか

にグローバルと調和しながらもローカルな場において新たな価値を生じさせるのか、減速の問題なのである。こ

うした理由から、新たな自然哲学、芸術、美学が必要とされるのは間違いない。	
 

 
参考文献 
1) 秋庭史典(2011): 『あたらしい美学をつくる』，みすず書房． 
2) During, E. (2010): Faux raccords, Actes Sud, Villa Arson. 
3) 檜垣立哉(2012): 『ヴィータ• テクニカ	
 生命と技術の哲学』，青土社． 
4) Levy, P. (1995): Qu’est-ce que le vituel?, La Decouverte（『ヴァーチャルとは何か？』米山優監訳，昭和堂，2006. ） 
5) Simondon,G.(2012): Du mode d'existence des objets techniques, Aubier,Paris, Aubier．= MEOT 

                                                                                                                                                                                              
 
うにして捉えて表現するのか、ということである。いかにして、ローカルな場において、グローバルと調和した価値を生みだ

すのか。これは、倫理的問題をはらみ、秋庭氏の美に対する考え方と共通するものがある。 
20 ピエール・レヴィ、『ヴァーチャルとは何か？』、p.14 
21 Ibid,p.28. 
22 Ibid,p.176. 
23 Ibid,pp.122~123. 
24 During,p.188. 
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要旨･･･地域情報化が進み自治体はICTを用いた情報発信を行っている．しかし様々な問題から自治体のみ

で情報化を進めることには限界がある．そこで筆者は民間主導で情報化を推進できるオープンデータに注

目した．本稿では，自治体が保有する観光イベント情報を活用しやすい形に整理する方法を提案する．ま

た実際にオープンデータ化してアプリを試作することで情報整理方法の有用性を検証した．これらを踏ま

えて今後オープンデータを推進していく際の課題と展望について考察する． 

 

キーワード オープンデータ，観光イベント，情報整理，地域情報化，地域活性化 

 

 

１．はじめに 

ICTの普及に伴い，我が国では地域情報化が進んで

いる．地域には生活に関わる多種多様な情報が存在

し，その情報を利用しやすい形にまとめることは地

域の課題解決や情報拡散，地域の活性化につながる．

地域情報化に主体的に取り組むのは地域情報を掌握

する自治体であり，地域内外への拡散を目的に様々

な形で情報発信をしている．中でも観光は地域に大

きな影響を与え，各自治体が力を入れて情報発信し

ている．特に観光イベントは，従来以上に多くの集

客を見込むことができ，観光客による経済効果や地

域情報の拡散が期待できる． 

近年，地域情報化政策の一環としてオープンデー

タが注目されている．オープンデータとはそれまで

自治体が掌握し利活用していた地域情報を，二次利

用可能な形で公開し，民間主導で利活用してもらう

ための施策である．市民や企業が情報を利活用する

ことによる自治体の業務効率化や地域情報の拡散を

目的としており，利活用されるためには適切な形で

の情報整理が重要となる． 

そこで本研究では，観光イベント情報を事例とし

て，自治体がオープンデータを推進するために適切

な情報整理方法を提案し，実際にオープンデータ化

する．またその情報をもとにコンテンツを試作し，

情報整理方法の有用性と自治体のオープンデータ化

における課題と展望を考察する． 

 

２．観光情報発信の現状 

(1) 自治体による地域情報発信 

 地域情報化により，自治体はこれまで保有するだ

けで活用しきれなかった地域情報を様々な形で市民

へ発信することができるようになった．しかし近年，

自治体は財源の確保が困難になっており，自治体は

業務効率化が求められている．また日々蓄積されて

いく多量な情報を自治体のみで活用することには限

界がある． 

(2) 地域情報の中の観光情報 

 自治体は地域情報として防災・福祉・観光等多種

多様な情報を保有している．観光はヒト・モノ・情

報の交流を通じて，地域と深く係わりをもち，広い

経済波及をもたらすことから「地域の総合力」と言

われ 1)，大小問わず多くの自治体が観光に力を入れて

いる．従来より，自治体は観光客の注目を集めるた

めに情報拡散に力を入れ，情報発信を続けてきた． 

ａ． 従来の観光情報発信 

 全国的に知名度の高い観光地であれば予算も豊富

であり，テレビ放送や有名雑誌など情報拡散力の強

い媒体による情報発信が可能であった．一方，知名

度の高くない観光地では，限られた予算内で紙面広

報物による情報発信しかできなかった 2)．  

ｂ． ICTを用いた観光情報発信 

 ICT の導入により，限られた予算内でも遠隔地に

住む不特定多数の人々に観光情報を発信できるよう

になった．ICT を用いて情報を整理し，更新するこ
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とで，速報性の高い情報を提供することが可能とな

った．今日，各自治体がウェブサイト上で観光情報

の発信を行っている．他にも観光ポータルサイト・

SNS・スマートフォンアプリ等様々な手法で情報発

信を行っており，ICT を用いた情報発信の有効性が

窺える． 

 しかし，すべての自治体が等しく ICT の恩恵を享

受できているわけではない．総務省によると，地域

における ICT 利活用の課題として費用面と人材面が

挙げられる 3)．予算・人材ともに限られた小規模自治

体では， これらの課題を単独で解決することは困難

である．そのため，自治体職員に限らず地域を構成

する人材と連携を図ること，さらには同様の課題を

抱えている他地域との広域連携・協力することが必

要となってくる 4)． 

(3) オープンデータを利用した情報発信 

 オープンデータとは，公共データを二次利用可能

な利用ルールかつ機械判読に適したデータ形式で民

間へ開放することにより，行政機関自身がサービス

を提供しなくても，民間主導でネットワークを通じ

た多様な公共サービスが創造されることである 5)．
これにより，低コストながら多様なニーズに応える

サービスの提供や自治体の業務効率化・経済活性化

等が期待されている．国内では，福井県鯖江市等 11

県 55 市町村がオープンデータ推進都市宣言をして，

ウェブサイト上でオープンデータを提供している．

また LinkData6)のようなオープンデータのプラットフ

ォーム上で独自にオープンデータを提供している市

町村も多数存在する．  

 しかし，オープンデータ推進に取り組む自治体で

も自治体が公開する情報と市民のニーズとの間にギ

ャップがあり，市民による二次利用が進まない地域

もある．鯖江市等オープンデータ推進が円滑に行わ

れている地域では市民と自治体をつなぐ役割を担う

キーパーソンが活躍しているケースが多い 7)．このよ

うな形で自治体や市民を巻き込んでオープンデータ

を推進することは，キーパーソンのいる限られた地

域でしか進めることはできない． 

 キーパーソンの有無に関わらず自治体が円滑かつ

主導的にオープンデータを推進するためには，その

公開する情報を市民のニーズに合った適切な形で発

信する必要がある．適切な情報整理によるオープン

データ化が民間主導の多様な公共サービス提供につ

ながる． 

 

３．本研究の目的 

(1) 本研究の目的 

 本研究では，オープンデータを利用した地域情報

化を推進することによる地域活性化を目的とする．

そのために自治体がオープンデータを推進するため

の適切な情報整理方法を提案し，実際にオープンデ

ータ化する．特に「地域の総合力」と言われる観光

情報を扱い，観光イベントを事例として取り上げる．

またその情報をもとにコンテンツを開発し，情報整

理方法の有用性を検証するとともに実際にオープン

データの提供者に対しヒアリングを行うことでオー

プンデータ推進における課題と展望を考察する． 

 
 (2) 対象フィールド 

ａ．概要 

 愛知県名古屋市東区には，貴重な歴史遺産が残る

文化のみちエリアが存在する．ここでは，毎年 11 月

3 日文化の日に来場者数 2 万人を誇るまち歩きイベン

ト『歩こう！文化のみち』が開催される．文化のみ

ちを有する自治体の名古屋市東区が主体となり，名

古屋市や地域観光従事者，市民団体を交えて実行委

員会を結成し，企画・運営している． 

ｂ．情報発信の現状 

 イベントに関する情報は，実行委員会によってリ

ーフレットと Facebook で発信されている．リーフレ

ットは参加者向けの情報としてイベント当日に提供

され，各スポットで行われるイベント一覧やエリア

地図が掲載されている．Facebook は実行委員会の活

動の様子が主に報告されている．一方，市民団体

「ひがしネット 8)」の協力によって『歩こう！文化の

みち』公式ウェブサイト 9)が作成・運営され，イベン

ト開催前より情報発信が行われている． 

 

４．観光イベント情報整理と試作 

(1) 情報整理方法の提案 

 観光地では，期間を限定して観光イベントが行わ

れることがある．イベント会場は観光スポットや公

共施設である場合が多く，イベント期間外でも多く

の利用が見込まれる．そのため施設情報とイベント

情報を分別して整理する必要がある． 

(2) 情報の種類 

 施設情報は，汎用性をもった情報として観光客が

施設を訪問する際に役立つ情報が必要である．一方

観光イベント情報は，イベント内容の情報とタイム

テーブル情報を分ける必要がある．観光イベントで

は施設を会場としてステージや特別販売等のイベン

トが行われるがステージでは時間毎に内容や出演者

が替わることが多い．そのためイベント内容の情報

とタイムテーブル情報を分ける必要がある． 

 上述の内容を踏まえ，本研究ではホームページ同

様，実行委員会が提供するリーフレットの画像ファ

イルをもとに，エリア内における施設情報として

「スポット情報」「協賛店情報」，イベント情報と

自治体 観光情報

情報整理 オープンデータ化
コンテンツ

開発

観光客

観光ガイド
アプリケーション

図1. 研究概念図 
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して『歩こう！文化のみち』の各会場で行われる

「イベント情報」を観光イベント情報と選定し，図 2

のように整理した． 

(3) オープンデータ化 

 前章で紹介した LinkData を活用してオープンデー

タ化を行った．LinkData は，自治体だけではなく

様々な主体が利用できるオープンデータプラットフ

ォームである．誰もが容易にオープンデータ化でき

るように，ここではサイト上にてオープンデータ化

を支援するための Excel ファイルのフォーマットを提

供している．このフォーマットに沿って観光イベン

ト情報を整理した．整理した観光イベント情報はデ

ータセット「歩こう！文化のみち 2014」にまとめた． 

(4) アプリケーションの試作 

 LinkData 上でオープンデータ化した情報を利用し

て，本研究では観光客のエリア周遊を促すガイドア

プリケーション『歩こう！ガイド』を試作した．

LinkData には姉妹サービスがいくつか存在し，その

一つ LinkData App10)を利用することで LinkData 上の

データセットを用いて容易にコンテンツ開発が可能

となる． 

 本アプリでは，観光客のエリア周遊を促すために

は表 1 にある 5 種類の機能が有効だと考えた．なお

本アプリでは，前節でオープンデータ化した情報に

加え，名古屋市交通局が提供するバス停情報のオー

プンデータ 11)も利用した． 

５．評価と考察 

(1) 試作アプリケーション実験 

ａ． 実験概要 

 ガイドアプリの使いやすさを調査することで，ア

プリが参照する情報の整理方法が有効であるかを検

証した．イベント検索に関しては各スポットで行わ

れるイベントが一覧できるリーフレットと比較する

ことで従来の情報整理方法との比較を行った． 

 

 日時：2014年 11月 03日 10:00-15:00 

 対象イベント：第 15回 歩こう！文化のみち 

 場所：文化のみちエリア 

 調査人数：22名 

 

ｂ．評価 

 本研究でオープンデータ化した情報を参照してい

る機能に関する評価を表 2 に示す．「とてもそう思

う」を 5「全くそう思わない」を 1として調査し，平

均値を算出した． 

 各機能ともに概ね高評価を得ることができた．参

加者からは「バスに乗ってどこのスポットに行ける

のかが一覧出来てよかった」「イベントの中で何が

行われているのかがわかりやすかった」等の好意的

な意見が挙がった． 

 また，リーフレットと比較したイベント検索に関

する評価を図 4 に示す．「アプリの方が役立った」

表 1. 『歩こう！ガイド』機能一覧 

機能 内容 データ

周辺検索 周辺にあるスポットやバス停・駅の表示・各地までの経路案内 スポット情報・交通局オープンデータ

スポット検索 文化のみちエリア内のスポット情報の表示・各スポットまでの経路案内 スポット情報

イベント検索 各スポットで行われるイベントの表示，開催中・直近開催のイベント検索 イベント情報・スポット情報

バス系統検索 バス系統ごとに行けるスポットの表示 スポット情報

駅検索 文化のみちエリア内にある駅までの経路案内

図 2. テーブルデータの内容 

質問 平均
(1) 周辺の会場が表示される機能は役立ったか 4.05

(2) 会場を調べる機能は役立ったか 3.71

(3) バスを調べる機能は役立ったか 3.86

(4) イベントを調べる機能は役立ったか 3.85

表 2. 実験評価 (機能面) 

図 3. アプリ画面の表示例 

フィールド名 内容
id イベントのid

title イベント名

subtitle 副題

place 会場

spot_id スポットのid

info イベント内容

fee 参加料金

presenter 出演者

… …

テーブル名
event_list

フィールド名 内容
id スポットのid

spot_name 名称

yomi_name カナ

info スポットの説明

open 開館時間

last_addmission 最終入場時間

close 閉館時間

tel 電話番号

fee 料金

lat 緯度

lng 経度

url サイトurl

img 写真

… …

テーブル名
event_spot_list

フィールド名 内容
id タイムテーブル のid

event_id イベントのid

subtitle 副題

date 日付

start 開始時間

end 終了時間

comment 補足情報

テーブル名

event_timetable

関連付け

関連付け

フィールド名 内容

id スポットのid

shop_name 名称

yomi_name カナ

address 住所

tel 電話番号

lat 緯度

lng 経度

openhours 営業時間

holiday 休業日

… …

テーブル名

kyousanten_list
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を 5「リーフレットの方が役立った」を 1として調査

した． 

 (5)(6)(7)に関してはリーフレットよりアプリの方が

高評価を得ることができた．(8)に関してはリーフレ

ットとアプリで評価が二分した．参加者の意見より，

携帯端末の小さな画面に比べて，拡げて閲覧できる

リーフレットの地図が利用しやすかったことが理由

だと考えられる． 

ｃ．考察 

 実験を通じて，試作アプリケーションがもつ機能

の評価が高いことが窺えた．適切な情報整理とオー

プンデータ化により民間主導の有用なコンテンツ開

発を支援し，観光客のニーズに合った情報発信がで

きた．しかし，電子媒体だけで観光客のニーズを全

て満たすことができるわけではない．紙媒体と電子

媒体の利点を考慮しながら，補完し合う形で共存す

ることが重要である． 

(2) オープンデータの取り組みに関する評価 

 文化のみちエリアに関する地域情報を発信する市

民団体と自治体に対しオープンデータの取り組みに

関するヒアリングを行った． 

ａ．ヒアリング 

 市民団体「ひがしネット」の構成員にヒアリング

を行った．対象者はオープンデータに関心はあるが，

オープンデータに携わった経験はなかった．しかし，

本実験におけるオープンデータ化の取り組みに関し

て高評価を得ることができた．「きっかけがあれば

オープンデータに携わってみたい」という意見も挙

がった． 

 また，名古屋市交通局の職員に対してもヒアリン

グを行った．試作アプリでも利用したように名古屋

市交通局はオープンデータ推進を行っている．しか

し機関内で足並みを揃える形でオープンデータ化し

ただけであり，形式や情報の内容や整理方法は十分

に考慮されていない．「部局内には情報技術に詳し

い人物がいないため市民の協力が必要」「費用対効

果が懸念材料であり，活用事例が増えるとオープン

データを推進しやすくなる」との声が挙がった． 

ｂ．考察 

 オープンデータに対する関心があっても，その労

力や費用に対する効果が期待できないと円滑な推進

が行われないことが分かった．また市民の協力を仰

ぐためには，市民が積極的にオープンデータに携わ

ることができる「きっかけ」づくりが重要となる． 

 今後オープンデータを推進していくためには，自

治体と市民の協働が必要不可欠である．形式も含め，

情報を適切な形で整理し発信することで，市民によ

るオープンデータの二次利用を誘発することができ

る．またそこから生まれた市民のニーズを拾い上げ

自治体が改善していくことで地域情報化が進み地域

活性化に貢献できるだろう． 

 

６．おわりに 

 本研究では，自治体が発信する観光イベント情報

を整理した後オープンデータ化し，観光客向けのガ

イドアプリケーションを試作した．実験とヒアリン

グを通じて情報整理の有用性を確認し，オープンデ

ータ推進の課題と展望について考察した．今後は他

種情報にも応用できる情報整理方法を再検討するこ

と，試作アプリの評価を踏まえオープンデータのよ

り創作的な活用方法を検討すること，市民に対して

オープンデータに携わる「きっかけ」となる場を提

供することを行っていく．市民が積極的にオープン

データ推進に携わることができる環境を整備するこ

とで地域情報化の振興，地域活性化を期待したい． 
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要旨･･･昨今，総務省はICTを地域活性化の着目点として，地域情報化を推進している．その流れ

を受け様々な地域で取り組みが見られているが，スキル面での不安や役員の負担の増加などから消

極的なコミュニティも存在する．本研究では，地域が自立して継続的に情報発信が行われることを

目的とした運用モデルの構築を，業務のIT化，情報発信サイトの構築，そして自立化のための担い

手育成に着目し設計を行った．現在，愛知県名古屋市瑞穂区にてモデルの運用を行なっており，地

域の担い手によって業務のIT化のための講習会や，情報発信サイトの管理が行われている．さらに

本稿では，情報発信サイトの二次活用としてタブレット端末を用いた情報拡散の提案を行う． 

 

キーワード 地域コミュニティ，情報発信，継続運用，ウェブサイト，情報の二次活用 

 

１．はじめに 

ICT が普及し，ICTを活用した地域活性化の例が多

く，総務省もICTが地域社会における人と人との絆を

再生させるツールであり，地域活性化に貢献すると期

待を寄せている．しかしながら，実際に見られる地域

情報化の取り組みは，行政や企業による一時的な支援

によって支えられているものも少なくない．それでは

支援が終了した際には，技術的または金銭的に地域の

中だけで継続することが困難となり，中止してしまう

例も多くみられる． 

地域コミュニティでは，役員の兼任などから役員ひ

とりひとりの負担がとても大きい．新しい取り組みを

行うことについて，自身の業務の負担の増加と捉えて

消極的になるコミュニティも存在する． 

そこで本研究では，地域が自立して継続的に地域情

報を発信できるようになることを目的にし，大学や外

部の人が関与しなくても自立的に運営できるような体

制を実現するため，ITスキルの向上，情報発信サイト

の構築，担い手の育成の3つの要素を核としたモデル

を提案し，実際に実証実験を行うことでその評価を行

う． 

また，さらなる発展として地域住民全てに対して，

地域情報を発信できるように発信された情報の二次活

用について検討する．操作性や，ハードの大きさとい

う優位性から，高齢者に対するタブレット端末を用い

たサービス提供には現在大きな関心が寄せられている．

本論文では，展望としてその構想を検討する． 

 

 

２．地域情報発信の現状とその課題 

2-1.地域コミュニティの現状 

 生活の多様化や，核家族化が進み地域社会では住民

同士のコミュニケーション不足から地域力の低下や町

内会への関心低下による入会率の低下などをはじめと

して，地域社会についてその希薄化が問題視されてい

る．実際に内閣府が行った，平成19年度国民生活白書

では，町内会など地域の希薄化が数字として顕著に表

れている． 

 その一方で，同白書で理想的な地域での付き合い方

は，「困った時に助け合う」との回答が最も大きい割

合を占めている．さらに，平成23年3月11日に発生し

た東日本大震災をきっかけとして地域というものに対

する関心が高まっている．実際の調査の中には，近所

や地域内での付合い・活動に対する意識は「女性20

代」または「単身世帯」層で特に高まっている1とい

う調査もある．これらの数字から，地域への貢献度が

高まっていることが示されており，地域への意識は存

在しているということが感じられる． 

 ライフスタイルや価値観そのものが多様化している

現代社会の中で従来の形で地域社会に参加することは，

本人の意思とは関係なく難しいことである．ICTは距

離や時間を超えて情報のリアルタイムでの受信，発信

や共有を容易にすることができる．ICTを利活用して

地域社会における問題を解決することは有用であると

考えられる． 

 

2-2.地域コミュニティのICT利活用 

 地域におけるICT利活用の取り組みの中でも特に地
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域情報発信には，その可能性に期待が寄せられ，様々

な取り組みがなされている． 

 このような取り組みは，行政主体のものと住民主体

のものがある．ここではそれらを1つずつ紹介する． 

a)災害情報共有システム(Lアラート) 

 これは総務省が推進しているICTを活用して，災害

時の避難勧告・指示等の安心安全に関する公的情報を

迅速かつ的確に地域住民に必要な情報伝達を行えるこ

とを目的とした事業である．現在，東京都や大阪府な

ど21都道府県に導入がされており，運用がされている． 

b)岡山市電子町内会 

 これは，町内会への参加促進や住民同士の意見交換

や住民と市役所間の情報共有の効率化を図ることを目

的として平成14年から始められた取り組みである．市

がサーバーとテンプレートを提供し，Webサイトの運

営と更新は地域住民で行われいてる．現在岡山市内の

80の町内会，約7000人が会員として参加している．実

際に地域住民間でのコミュニケーションを促進し，地

域問題の解決も図られている． 

 
図 1 電子町内会サイト 

  

 このような例は確かにあるが，スキル不足で取り組

みが行き詰まる場合もあり地域コミュニティの運営を

行う役員らも自らの技術力に不安を持っており，地域

情報の発信を行いたいが，踏み出せない地域コミュニ

ティも多くある． 

 地域コミュニティがICTで地域を活性化させるため

の活動を行う際に中心となって推進する「担い手」と

いうものが必要だと考えられる．総務省や牛山氏は外

部の力に頼りきりにならない「担い手」側の人材育成

を行い，自立化を図っていくことが重要であると述べ

ている．さらに数年単位で役員が変動することを考慮

すると地域のなかで講習会ができたり，教え合える環

境があったりとその地域の中の人々が自立的に取り組

みを行えることが非常に重要である． 

 

３．情報発信運用モデルの提案 

 本研究では，地域コミュニティの運営における役員

の業務の負担軽減や効率の良い業務体制づくりの支援

を目的としたICT利活用の取り組みの提案とその自立

した運営体制の支援を目的とした「担い手」の育成の

提案をする． 

 

3-1.情報発信モデル 

 地域情報を情報発信するにあたり，その継続的な運

営体制を確立させるための過程をにまとめた(図2)． 

 

 
図 2 運用モデル 

 

 以下a)〜c)において，モデルの各要素について概要，

ならびにその意義を述べる． 

a)業務のIT化 

 町内会で行う業務に用いる書類や資料はパソコンを

使用して作成する町内会が増えてきた．町内会長も高

齢化しており，時間や労力の短縮を図る目的でパソコ

ンを使用し書類や資料の作成を行っているはずが，不

慣れなパソコンによって多くの時間と労力をかけて作

成している現状がある． 

 そこで，役員がパソコンを利用して業務に用いる書

類の作成にかかる負担を軽減するために，役員のパソ

コンスキルを向上することで書類作成スキルの向上を

図る． 

b)情報発信 

 住民主体による地域情報の発信は，企業や大学，行

政等の外部組織の支援を受けて取り組みをこなってい

ることが多い．しかし，外部組織がサイト管理を行っ

ている場合，情報の更新に時間や費用がかかる場合が

ある．今後地域住民が主体的に情報を発信していく上

で，更新の際のコストはできる限り少なすくべきであ

る． 

 そこで本研究では，外部組織に頼りきりとならない，

自立した運営体制の支援を行う． 

c)「担い手」の育成  

 前述した通り，コミュニティ内で継続したICTの利

活用を行なっていくためには，地域の中で中心となる

「担い手」を見つけ育成する必要がある． 

 

3-2.対象フィールド 

 本研究においては，愛知県名古屋市瑞穂区の御剱学

区にて前述したモデルの運用を行った． 

 御剱学区は，名古屋市瑞穂区の北西に位置し，北は

昭和区と，西は新堀川を境に熱田区と接しており，平

成26年11月1日現在，3117戸6703人の人が住んでいる．

また学区連絡協議会のメンバーが定期的に御剱コミュ

ニティセンターに集まり，紙新聞の「御剱だより」を

作成するなど活発な活動が行われている．本研究室は

平成22年度より，御剱学区に関わり情報発信の支援を

行なっている． 

 

４．地域コミュニティにおける情報発信とその

運用 
 この節では，３章で述べたモデルにもとに，御剱学

区において行った実際の取り組みについて紹介する． 

4-1.業務のIT化 
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 御剱学区では，パソコンを活用しての町内会業務を

こなすことが増えてきた．これは，引き継ぎの容易さ

や，毎年同じ行事を繰り返すことも多い町内会にとっ

て昨年度の資料を活用できるなどメリットも多い． 

 

4-2.情報発信サイトの構築 

 御剱学区は，平成19年度に，名古屋市支援事業の

「学区のホームページ開設」事業に堀田学区，中根学

区とともに参加し，堀田学区以外はサイト開設されな

かった．上記3学区の取り組みを続けるために，瑞穂

区役所が平成20年度と21年度に「つながるひろがつネ

ットコミュニティ事業」として講習会を開催し，平成

21年度に御剱学区のサイト「御剱学区にようこそ」が

開設された．サイト開設後も，瑞穂区役所によって運

営に対するフォローアップが行われたが，十分に情報

発信がされなかった．これは，FTPを用いたファイル

のアップロードなどの技術的な部分での理解が困難で

あったことや，体制として情報を発信をホームページ

担当者に依頼する形になっていたため，発信までに時

間がかかっていたことや担当者の負担になってしまっ

ていたなど運営体制に問題があったと考えられる． 

 平成22年度，区役所職員の異動をきっかけに現状の

用体制を導入することになり，活発な地域活動をサイ

トに反映させるためにWordPressによるサイトの再構

築を行った． 

 
図 3 サイト構成 

  

 地域活動の体制とサイトの構成をリンクさせ，各委

員会ごとに個別サイトを開設した(図4)．メインサイ

トには，各サイトの新着記事をウィジェットとして配

置している．ここに各委員が発信した新着情報のリン

クを表示することで委員のモチベーションに繋げた．

また，標準テーマを使用し，独自のカスタマイズをし

ないことで，システムとしての継続性の維持を図った．

平成22年度に学区のサイトとして正式に公開された．

これらの要件から，今後別の学区に広げて行く際にも

同様の手法で構築ができると考える．

 

 図 4 現在の御剱学区情報発信サイト 

 

 サイト立ち上げをきっかけにして，サイト運営に携

わる一部の町内会長から職務に役立つパソコン活用法

を習得したいと要望がでた．またサイト運営には関わ

っていない町内会長からも同様の要望が寄せられた．

また御剱学区連絡協議会の委員長から「学区連絡協議

会のメンバーがパソコンのことを知らないでは活性化

しない．今，運営している人間との引き継ぎが終われ

ば運営・継続もしていけなくなる．パソコンのいいと

ころを利用して町内会の運営を楽にしていきたい」と

いう要望もあり，サイトの継続性を図るためにも，町

内会運営業務の情報化支援も平成25年度より行われる

ようになった． 

 
4-3.担い手の育成 

 継続したICTの利活用を行うためには，中心となっ

て取り組みを推進する「担い手」となる人材が必要で

あると考える．業務のIT化を進める中で地域の中から

ITスキルの高い人や習熟度の早い人，モチベーション

の高い人など人材の選定を行った．担い手によって，

前述の業務のIT化の講習会を開催し，4-2.情報発信サ

イトについても，新しい投稿者のアカウント管理など

サイト自体の管理も行っている． 

 業務のIT化講習会について，地域の担い手，町内会

長の希望者向けにWordとExcelの講習会を3回ずつ行

った．有用性を実証するためにすべての講習会終了後

に担い手と実際に講習会を受講した町内会長を対象に

アンケート調査を行った．カリキュラム内容は，講師

をする担い手と事前に打ち合わせを行い決定し，筆者

が資料を作成し，実際の講習会を行った． 

  

５．考察 

5-1.評価 

 情報発信については現在は滞ることなく，「担い

手」を中心として地域の人たちによる情報発信が行わ

れている． 

 また業務のIT化については，実際に担い手によって

役員への講習会が行われた．講習会を行うにあたり，

担い手の一人である御剱学区連絡協議会の委員長を講

師に，自治会業務を行っている町内会長，副会長，会

計，委員会役員を対象に受講者を募り，2014年6月か

ら御剱コミュニティーセンタにて計6回講習会を実施

した．受講生は担い手を含め毎回10人程度であった．

講習に使用したパソコンは，受講者持参のノートパソ

コンと本研究室のパソコンを利用した． 

 

図 5 講習会の様子 

 

 実際の講習会では，地域の人たちによってそのサポ

ートも行われた．最後の講習後，担い手として講習会
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を行った講師とサポーターにアンケートを実施した．   

 そこでは，「専門用語がわからない」「パソコンの

OSやソフトのバージョンによる差で困った」と言っ

た意見が目立った．その一方で，事前事後のフォロー

アップの必要性など前向きな意見も多くみられた．今

後としては，地域の人たちだけで資料作成を含めた準

備・講習会・フォローアップまで行えるように考え，

講習会の内容を再検討とする予定である． 

 

5-2.さらなる利活用の提案 

 御剱学区において，ウェブサイトを活用した情報発

信を支援してきた．サイトでの情報発信は，スマート

フォンやタブレットなど様々な媒介やシチュエーショ

ンでの情報取得を可能にする． 

 総務省の平成24年度の情報通信白書には，高齢者の

タブレット端末利用の可能性とあり，タブレットの活

用には注目が集まっている．タブレット端末は，コン

ピュータに比べてほとんどの動作をタッチで行うこと

ができるという操作性や，スマートフォンに比べて大

きく扱いやすいという特長がある．このことから，高

齢者も多い御剱学区において，今後の取り組みとして，

サイト情報の二次活用をタブレット端末を用いて行い

たいと考えている．具体的には，株式会社DENSOの

LifeVisionというプラットホームを活用してサイト情

報の二次活用をしていく． 

 視覚的にわかりやすくて，簡易なインターフェイス

を持ち，発信側からの通知機能がある．実際に地方自

治体で活用されている例もある．発信側も管理用の

CMS内で，情報を送るターゲットを絞ることができ

るなど，多様な世代がいる地域での情報発信に適応し

ていると考えられる．インターネットからの情報収集

をこれまで行ってきていない人も簡単にサイトの情報

を活用できる(図6)．またpush配信が可能となるため，

災害時など非常時での活用にも展開できると考えられ

る．  

 
図 6 情報の二次活用 

 

６．おわりに 
 本研究では，地域の情報発信について，情報発信サ

イトの構築，町内会業務効率化のためのICT利活用と

運用体制についての運用モデルを提案し，実際に名古

屋市瑞穂区御剱学区にて実証を行った．現在，御剱学

区にて自立的に情報発信を行えるモデルができつつあ

る．今後は，発信される地域の情報をさらに多くの人

に伝えることができるように情報の二次活用に取り組

んでいきたいと考えている． 
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要旨･･･愛知県尾張西部地域は，世界でも有数の高級毛織物をはじめとする繊維業で栄えたまちで

ある．そのまちで現在，繊維加工工場の有志による尾張繊維産業再生を目指した新たな取り組みが

行われている．本稿では，これまでの尾張西部地域における繊維産業の沿革と現在の繊維加工工場

の取り組みについて事例をあげながら述べる．そして更なる発展のために，モノづくりとICTを絡
めた事業モデルの設計と提案を行う．最後に尾張繊維産業再生の可能性について考察する． 
 
キーワード	
 尾張繊維産業，地域ブランド再生，モノづくり，ICT，イノベーション 

 
 
１．はじめに 
近年，衰退した地域やその地域の企業を再生させ

るための取り組みが全国各地で行われている．記憶

に新しいのは，県知事による地域特産品のアピール

や，ゆるキャラによる地域活性のための話題づくり

である．最近では，日本ブランド今治タオルが有名

クリエイティブ・ディレクターによって復活した秘

話が話題となった．	
 

	
 身近なところに目を向けると，愛知県尾張西部地

域において繊維加工工場の有志による，尾張繊維産

業を再生させようという新たな取り組みが始まって

いる．この地域はかつて繊維産業が栄え，世界有数

の高級毛織物，尾州織物をはじめとする織物産業を

支えたまちである．しかし，時代の流れとともに経

営が困難になり衰退の傾向にあるのが現状である．	
 

	
 本稿は，尾張西部地域の繊維加工工場による尾張

繊維産業再生へ向けた取り組みに着目し，更なる発

展を目指すためにモノづくりとICTを絡めた事業モデ

ルについて設計と提案を行う．そして，その可能性

について考察する．またこれらの成果として，今後

の地域産業再生のあり方についての可能性を示唆す

るものになると考える．	
 

	
 

２．尾張西部地域における繊維産業の沿革 
	
 尾張西部地域は，古くから繊維産業が栄えた地域

である．その歴史は弥生時代にまでさかのぼる．弥

生式遺跡から発見された土器底面や布片，古瓦に残

る痕跡からは，当時，麻織物が存在し，中国から伝

わった原始的な織機を使って織られていたことがわ

かっている．また同時期に同じく中国から絹の輸入	
 

と養蚕技術の導入が始まり，美濃平野（現在の岐阜

県羽島市あたり）から尾張西部起町，木曽川町付近

一帯にかけて桑の葉が栽培され，絹織物も盛んであ

った１）．	
 

	
 江戸時代になると幕府は奢侈禁止令を出し，身分

によって絹を服の生地として使うことを禁じたが，

尾張藩が振興したため衰えることなく，絹織物は後

の明治以降まで続いた．この頃，絹に代わる素材と

して綿織物が朝鮮半島から伝わり，尾張西部地域は

土壌が綿花の栽培に適していたこともあって，江戸

時代半ばには全国有数の綿花の産地となり，綿織物

が発達した．しかし，明治24年(1891年)の濃尾大地

震により濃尾平野の地層が大きくかわったことで，

これまで順調に育っていた綿花が不作となる事態が

起きた．またその頃，海外から安い綿が無税で輸入

されるようになり，これまで尾張西部地域の産業と

して誇っていた綿織物は次第に影を潜めていった２）.	
 

	
 そして，綿織物に代わるものとして登場したのが

羊毛を使った毛織物である．特に綿毛布業と交織物

業については高い関心が持たれ，何人もの繊維業関

係者による試行錯誤の末，現在の尾張繊維産業の誕

生へとつながっていく．この毛織物は日本での着物

文化から洋服文化への移行に伴って大きく発展し，

尾張西部地域が国内だけでなく，世界でも有数の繊

維の産地と知れ渡っていくきっかけとなった．しか

し，その繊維産業も時代の流れとともに，繊維工場

の海外移転や海外ブランドブーム，とりわけ近年に

みられるような価格の安いファストファッションブ

ームに押され，尾張西部地域の繊維産業は衰退の危

機を迎えている．
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３．尾張西部地域での新たな取り組み 
	
 現在，繊維加工工場の有志，シバタテクノテキス

株式会社，堀江織物株式会社，吉田染色株式会社，

舜山商事（以下愛知・木曽川商工会４社）は，尾張

繊維産業再生へ向けた新しいブランドの可能性を探

るための商品開発やイベントへの参加，自社工場の

見学ツアーなど，一般の人々に興味を持ってもらう

ための活動を積極的に行っている．	
 	
 

(1)カップホルダーの開発 
	
 愛知・木曽川商工会４社は，共同で地場産業の尾

州毛織物の技術を応用した商品開発に取り組んでい

る．このカップホルダーはそれぞれの会社の得意と

する技術を集結し作成した第１弾の商品である．	
 

	
 カップホルダーは，無地のデニム系の４色と柄物

の合皮系５色の全９色用意した．製造過程の分担内

容としては，シバタテクノテキス株式会社が外側の

デニム系素材を担当，堀江織物はプリントメーカー

としての技術を活かし合皮系素材の印刷を担当，吉

田染色株式会社は断熱用のウレタン素材と表皮の融

着を担当，舜山商事は販売を担当した．	
 

	
 2014年2月に行われた地域のイベントで試験的に

コーヒー代込み300円で販売したところ，デニムの

風合いや色とりどりのプリント柄が好評だった３）．	
 

	
 

 
図１.	
 愛知・木曽川商工会４社の開発による商品化	
 

	
 	
 	
 第１弾のカップホルダー３）	
 

	
 

(2)チューペットホルダーの開発	
 

	
 愛知・木曽川商工会４社は，商品開発第２弾とし

て夏祭りでの販売を想定し，チューペットホルダー

を開発した．チューペットを食べる際に，手が凍っ

たチューペットと接触しないようにと商品化された

ものである．更に食べ終わった後は，ハトメで開け

られた穴に紐を通すと，首から掛けられる簡易ペン

ホルダーにもなる．特定の場面での使用だけでなく，

日常での用途も想定し工夫されている．	
 

	
 製造過程の分担内容はカップホルダーと同じく，

それぞれの会社で分担し，得意とする技術が活かさ

れている．2014年8月に行われた三重県多気町の夏

のイベントで販売された．	
 

	
 
図２.愛知・木曽川商工会４社の開発による商品化	
 

	
 	
 	
 第２弾のチューペットホルダー	
 

	
 

(3)Ogaki	
 Mini	
 Maker	
 Faire	
 2014での展示	
 

	
 愛知・木曽川商工会４社のうち，シバタテクノテ

キス株式会社，堀江織物株式会社，吉田染色株式会

社はスマートテキスタイル研究所４）として，2014

年8月に行われたOgaki	
 Mini	
 Maker	
 Faire	
 2014でブ

ースでの展示を行った．このユニットは，布にまつ

わる様々な可能性を追求しており，シバタテクノテ

キス株式会社は，導電糸を編んで作ったタッチセン

サーやスピーカーの展示，堀江織物株式会社と吉田

染色株式会社は，デジタルインクジェットとウレタ

ン加工を組み合わせたプロトタイプの展示をそれぞ

れ行った．	
 

	
 

	
 
図３.シバタテクノテキス株式会社による，織物工	
 

	
 	
 場発の導電糸を使ったタッチセンサーの展示５）	
 

	
 

(4)Open	
 Factory！秋の工場見学ツアー	
 

	
 2014年秋には，初の試みとしてスマートテキスタ

イル研究所による工場見学ツアーが開催された．シ

バタテクノテキス株式会社では織物ができる過程の

見学と導電糸を使った開発製品の説明，堀江織物株

式会社ではポリエステルへの染色によるのぼりや横

断幕などデジタル印刷の過程，吉田染色株式会社で

は接着剤を使わずウレタンを貼るフレームラミネー

ト加工の過程を見学した．	
 

	
 初回ということもあり内覧会に近い形であったが，

Make:系関係者やレーザーカッター，3Dプリンター

を置いている工房関係者をはじめ，繊維加工工場に

興味をもつ様々な職種の人が全国から集まり，尾張

西部地域の繊維加工業について理解を深めた．	
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４．モノづくりとICT 
	
 愛知・木曽川商工会４社の取り組みを，今後更に

発展させ，より良いものにするために，モノづくり

とICTを絡めた事業モデルとして，図４を設計した．	
 

(1)モノづくりの現状と取り組み 
	
 図４の中で黒く囲った箇所は，これまでの繊維加

工工場の有志による取り組みを示し，本来の仕事は

メーカーを対象としたB2B（Business-to-Busines

s）である．しかしビジネスとは別に，尾張繊維産

業を再生させることを目的とした異分野融合のオー

プンイノベーショングループが結成された．それが，

今回の愛知・木曽川商工会４社にあたる．ここで開

発された商品は，イベントなどでB2C（Business-

to-Consumer）として個人向けの商品として提供さ

れる．	
 	
 

	
 オープンイノベーション６）とは自社の技術だけ

でなく，他社や大学などが持つ技術やアイディアを

組み合わせ，革新的なビジネスモデルや革新的な研

究成果，製品開発につなげる方法のことをいう．現

在は，有志の会社すべての参加になっているが，オ

ープンイノベーションによる取り組みに興味を示す

企業が増えると，テーマごとに集まる企業や組織が

変わり，それによって既存の概念に囚われることの

ない新しいアイディアと可能性が生まれることが期

待される．それぞれ異なる組織の者が集まって活動

する時の注意点としては，そこで生まれたアイディ	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 
	
 

	
 

アに対するクリエイティブ・コモンズの問題をどの	
 

ように取り扱うのかについて，しっかりと議論して	
 

おく必要がある．	
 

 
(2)事業モデルの設計と提案 
	
 これまでのモノづくりと愛知・木曽川商工会４社

による取り組みを踏まえ，更に発展させより良いも

のにするために従来の事業モデルに青く囲った箇所

を加えた．	
 

	
 オープンイノベーショングループが仕掛け役とな

り，尾張繊維産業を再生させるためにどうしたら良

いのかを社会に対してテーマとして投げかけ，その

テーマに興味を示した市民とともに，ハッカソンな

どのイベントやICTを活用しながらアイディアなど

情報を共有する仕組みである．ここでは，既にある

ICTの活用を想定しており，情報の共有では，SNSや

オンラインストレージサービスの利用，プロトタイ

プを製作する際はFablabや市民工房など，3Dプリン

ターやレーザーカッターなど揃えている施設を利用

すると良いのではないかと考える．	
 

	
 そして黄色く囲った箇所は，今後ICTをより発展

させるために必要と思われる技術である．生地を現

状に近い状態でよりリアルに見せるための技術，具

体的には生地を立体的にあらゆる角度から見ること

ができたり，タブレットの画面上で繊維の手触りを

再現し確認できる技術などが必要になってくるので

はないかと思われる．	
 

	
 

	
 

 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
図４.	
 愛知・木曽川商工会４社の取り組みを更に発展させるためのモノづくりと ICT を絡めた事業モデル 
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５．評価と考察 
	
 企業が老舗として残っていくための原則について，

経営学者のドラッカーは代表的な著書『マネジメン

ト』の中で，次のように述べている．	
 

	
 「マネジメントには基本とすべきもの，原則とす

べきものがあり，それらの基本と原則は状況に応じ

て適用していかなければいけない７）．企業の目的

は顧客の創造であり，企業は２つの基本的な機能を

もつ．それがマーケティングとイノベーションであ

る８）．マーケティングだけでは企業の成功はなく，

イノベーションすなわち新しい満足を生み出すこと

でより経済的な財とサービスを供給しなければなら

ない．企業そのものは大きくなる必要はないが，常

によりよくならなければならない９）．」	
 

	
 まさに，ドラッカーの原則，マーケティングに留

まることのない常なるイノベーションは，愛知・木

曽川商工会４社の姿勢にピタリと当てはまる．	
 	
 

	
 特に，スマートテキスタイル研究所の３社は，ド

ラッカーがあげる老舗として生き残っていくのに欠

かせない２つの要素を持っている．	
 

	
 １つ目は，製品の販売をするだけでなく，カップ

ホルダーやチューペットホルダーのように新しい使

用用途の提案をしたり，工場見学ツアーを企画する

など，マーケティングの新しい可能性の追求をして

いる．	
 

	
 ２つ目は会社名（屋号）と現在の仕事内容が異な

っている点である．堀江織物株式会社は会社名に

「織物」と入っているが，織物業は廃止し，現在は

テキスタイル印刷を仕事としている．吉田染色株式

会社は会社名に「染色」と入っているが，染色業は

廃止し，現在はウレタンのフレームラミネート加工

を行っている．また，シバタテクノテキスは，織物

工場の傍ら，従来の織物の概念を覆す導電糸など新

しい糸の開発に積極的に取り組んでいる．時代の波

に乗った常なる革新の姿である．代々受け継がれて

きた経営手法は守りながらも，マーケティングだけ

にとらわれることなく，新しい満足を生み出すため

に可能性を探っている．	
 	
 

	
 これら企業の常なるイノベーションの勢いは衰え

ることなく，尾張繊維産業再生に向けて更に加速し

ていくものと思われる．そしてそのためにも，従来

の取り組みに加えて，オープンイノベーショングル

ープの中だけに地域の問題を留めることなく，この

グループが仕掛け役となって，広く社会に対して問

題を共有する機会を設けることが必要である．また，

それに興味を示した市民とのアイディアをICTの技

術をうまく活用しながら，共に問題解決の糸口を探

していくことが重要になってくる．今後のICTの技

術の発展についても，生地をより実物に近い状態で

再現することのできる技術が実現することで，繊維

産業再生に向けた更なる発展につながっていくもの

と思われる．	
 

	
 昔と変わることのない，世界を代表する尾張の繊

維産業としていつまでも揺るぎない存在であり続け

ることを期待したい．	
 

６．おわりに 
	
 本稿では，愛知・木曽川商工会４社における尾張

繊維産業再生へ向けた新たな取り組みについて述べ

た．そして更なる発展のためにモノづくりとICTを

絡めた事業モデルの設計と提案，可能性について評

価と考察を行った．本稿によって，尾張西部地域に

おける尾張繊維産業再生のための取り組みの正当性

が明らかになった．今後は本研究の更なる追跡を行

う予定である．	
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“Walking through a public space doesn’t make my body public”:  

Women go online against patriarchy structures and male’s dominance 
 

Eulalia VASCONCELOS and Sang-Mi KIM 

Graduate school of Languages and Culture, Nagoya University 

1. Introduction 

 Patriarchy structures are so inserted in the world that it is hard to identify it everyday life. 

Otherwise, as Millet (1970) discusses at “Sexual Politics”, male dominance is a part of modern and 

contemporary society in all levels and realms. From the moment women go to public space they 

unintentionally dispute the public space with men, then immediately they attract reactions from 

male groups. ‘Catcall’ is a social convention that represents the men’s reaction toward women but 

has constantly addressed as innocent compliment. Actually, Gardner (1995) asserts that ‘catcall’ 
is simply a form of intimidation and shows and expresses the relational power within gender. The 

attitude is harassment not a positive behavior, she asserts. This is a social result of patriarchy 

structure that regards women as a object who are likely to accept their role in the society. The 

contestation of this inferior position or perhaps, the fact that women question the social convention 

is not approved and possible in the society. Owing to this women go online and found in the 

cyberspace the opportunity to speak out against male’s dominance through the discussion of 

‘catcall’.  

          Cyberspace has become a public arena for oppressed and marginalized groups. Through the 

online communications, women are able to express their feelings and share their stories. According 

to scholars from sociology and anthropology fields (Castells,2012;Piela,2012; Tobin, 2014) the 

internet enables representative minorities groups to assume the protagonism in their cause, they 

are active to question norms that are implemented by dominant discourse. In this case, women can 

express their dissatisfaction concerning ‘catcall’ which is a part of patriarchal structures through 

cyberspace.  

   

2. Literature Review  and Research Question 

 

 The patriarchal rules cover aspects that are novice to women’s participation in the society 

and lead to what Castaneda (1999) defines ‘invisible sexism’. The normalized and naturalized 

behaviors that oppress women everyday are not clear, actually are understood in a sense of care 

and protection. However, because of patriarchy, all of society are not able to identify this 

oppression manifested by symbolic violence (Bourdieu, 1989). Bourdieu and Freire (1970) 

maintain a dialogue concerning the role of oppressor and oppressed or dominant and dominated in 

social relations, and gender relations. The oppressor imposes his/her rules to legitimize his/her  

supremacy and power over oppressed.  

This research will focus on three aspects of women’s activity online: the exposing a hidden issue, 

self-express to lead to activism, and social change. Moreover, two concepts are chosen to discuss 

‘catcall’ as violence against women in a sense of symbolic violence (Bourdieu, 1989) and 

oppressed relations and dehumanization of women (Freire, 1970).  

 The active use of these online activities offers women the possibility to discuss a behavior 

that objectifies them and provokes their responsibility in being harassed. ‘Catcall’ is harmful to 
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women when they analyze what they made to be harassed their clothes, their manners, and then 

their guilty. In addition, ‘catcall’ limits women’s movement and participation in society, as a result 

of this ‘symbolic violence’ and dehumanization. Women go online firstly to speak out, however 

the encounter of others who are involved in similar and routine situations make them start to think 

about their environment. This study intends to (1) identify women’s cyberactivism on webpage 

that discuss ‘catcall’ and (2) analyzes the role of women’s cyberactivism to promote women’s 

empowerment. 

 I selected three webpages in order to analyze these three steps, self-expression, 

identification of the social problem, and cyberactivism, that women follow to promote 

empowerment and social change. After selection of these webpages and Facebook fan pages, “Stop 

Catcall”, “Street Catcall” and “Today I wanna go back alone”. I conducted interview with founders 

and managers of these pages by Skype, Facebook Messenger, e-mail and Hangout, in Portuguese. 

I translated it to English, mainly in four different periods, 2014 July, August, September and 

November, and interview with women users of these webpages conducted on December by 

Facebook messenger, who do not have their identity revealed. 

 

3. Research Methods 

 Three webpages (Facebook fan pages and weblogs) were selected to be the sample of this 

study. They were selected based on the number of ‘like’ that they have in their pages and also 

because of the quantity of stories shared everyday. “Stop Catcall” is part of weblog “Think Olga”, 

created and managed by journalist Juliana de Faria, 30 years old. It has more than 25,000 ‘like’ on 

Facebook but its weblog counts with 1,398 reports written by women anonymously, firstly in the 

“Think Olga” space for testimonies and then in the “Stop Catcall” map, which represents, in 

average, 3.32 stories a day since the weblog decided to discuss ‘catcall’ 2013 September. Juliana 

de Faria launched an online questionnaire to understand ‘catcall’ in Brazil and got 7,762 answers 

in two weeks that showed 99% of women said they were victims of this behavior and 84% of then 

said they do not like this kind of approach. “Street Catcall” has almost 18,000 ‘like’ and also 

receives a huge number of stories from women, an average, 2.30 stories per day, since 2012 

November when Asa Heuser, 57 years old, founder and manager, decided to create this page. The 

third page, called “Today I wanna go back alone” is newly-created by two undergraduate students, 

Bruna Leandro, 19 years old, and Sofia Belo, 21 years old, 2014 November and has 25,000 ‘like’ 
and received 24 stories in 19 days.  

 I conducted interviews since 2014 June with Juliana de Faria, “Stop Catcall”, and Asa 

Heuser, “Street Catcall”, through Facebook messenger, Hangout, Skype and e-mail, in Portuguese, 

and translated to English. Bruna Leandro and Sofia Belo, “Today I wanna go back alone” were 

interviewed three times, by Facebook messenger and e-mail, on November 13th, 19th and 22nd. 

The interviews were focused on founder’s purpose, evaluation, and cyberactivism. Questions were 

centered in three main key-questions: “Why internet?”, “Online and Offline relation”, and 

“Marginalized groups and Empowerment”.  

 Women users were interviewed by Facebook messenger 2014, December. This paper 

includes two interviews with women users of selected webpages who are anonymous and each 

interview took one hour approximately based on 15 (fifteen) question concerning their webpage 

usage and perspective of ‘catcall’. 

 

4. Findings and Discussion 
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 The first reason that women go online is their need to speak out and be heard. After this, 

they perceive that they are not alone, they pass through similar situation and the discussion leads 

them not only to understand the situation they are involved but also to share their life story. They 

are fundamental to change current scenario. They do not go online thinking about activism,  social 

change or even empowerment, these aspects are consequences of their online involvement. When 

they first access and decide to participate is a result of necessity to be heard and meet peers. 

Otherwise, women understand the moment they engage on social networking sites would allow 

them to speak out, they become feminists, but they do not understand themselves as activists 

properly.  

 

“After this page, my life has more feminism. This page and others that I like are related to 

feminism, and feminism as movement, do you know what I mean? I am a feminist, but maybe not 

activist as I would like to be, but activist. I conducted some researches in my university concerning 

gender issues.” (J. 20 years old) 

 

“I find myself as feminist, for sure. But not activist. Because I am not involved in any actual 

movement. I always try to post concerning this issue and take knowledge to people around me to 

show that we are not objects, we deserve to be respected. And the freedom to walk around wherever 

we want and how we want without fear show that we do not like what men say to be a ‘compliment’ 
and the page exposes exactly this.” (C. 34 years old) 

 

4.1 “I am not alone”  
 Questioning a social habit is not possible to oppressed people. In a patriarchy structure, 

women are not able to speak out against normalized behaviors. ‘Catcall’ is a men’s attitude that 

maintains women in a position that show them what kinds of role they should play in the society. 

Feeling of fear and guilty are elements that patriarchal society employ to keep women in a lower 

position. However, the use of cyberspace shows them, women in similar situations involved in 

similar feelings.   

 

“When I published my story, I ended up feeling relieved. After reading so many contributions, I 

realized that numerous women already suffered worse things than me. A mix of relieve and 

tension.” (J. 20 years old) 

 

“This page gives us courage to act and see that it (‘catcall’) happens a lot and it is not our fault.” 
(C. 34 years old) 

 

“Women who felt isolated and alone, had the opportunity to share their experiences and read so 

many testimonies of any other women.” (Asa Heuser, founder and manager of ‘Street Catcall’) 

 

“I think two things about their (women) behavior, as I mentioned before: everybody felt that 

something was wrong but it was difficult to verbalize it. Plus, the connection with others women 

make them to be engaged, involved.” (Juliana de Faria, founder and manager ‘Stop Catcall’) 
 

           Cyberspace enables women to understand that some social conventions are part of 

patriarchal structures that are covered to them. 
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4.2 Symbolic Violence and Anonymity  

 In everyday life from micro to macro aspects of society are embedded by elements that 

support domination of some groups over others. ‘Catcall’ is part of Brazilian society and hard to 

be questioned. Women are accountable for male attitudes though unconscious but symbolic 

violence, that means based on internalized and embodied social rules that legitimize domination 

and social order. Otherwise, from the moment women go online, they identify these social rules 

and question them. 

 

“This kind of page helps to diffuse what happens and preserves who wants to be anonymous.(…) 

Brazil is very sexist. I already changed my clothes to go to some place. I do not wear shorts and 

skirts because of fear of harassment. I was harassed even wearing sweater.” (C. 34 years old) 

 

“Only my boyfriend knows about harassment that I suffered. It is so hard to share this story with 

someone. (…) I found this page (‘Stop Catcall’) by chance, I was reading some feminist pages and 

I found this one. When I decided to follow this page I had no intention to write and share my 

personal story. This need appeared suddenly, I was reading some stories and I decided to share 

my own because I was sure I had the possibility to be anonymous.” (J. 20 years old) 

 

“Women feel safer because they can express in an anonymous way. This anonymity is essential for 

them to have the courage to tell their stories. In offline life, many of these women report that they 

did not feel understood and/or supported by family and friends.” (Asa Heuser, founder and 

manager ‘Street Catcall’) 

 

5. Conclusion 

 This study is part of my research regarding the use of cyberspace by women against 

patriarchal structures. In this excerpt a discussion is raised based on possible women’s 

cyberactivism to empower them. Cyberspace enables women to question symbolic violence and 

change their role as oppressed in the male dominant society. 

 Women need of the anonymity because they do not feel safe while they question everyday 

sexism. Actually, involved in symbolic violence, women question themselves from the moment 

they go against social habits, as ‘catcall’. The use of cyberspace is able to contributes to give the 

protagonism to oppressed because as Freire (1970) argues people find their freedom together and 

by themselves. Nobody is responsible to change nobody’s reality, changing comes from group’s 

articulation and internet is likely to promote social change and women’s empowerment. 
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日本女性の韓国ドラマ視聴に関するライフストーリー研究	
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— the case of  “My lovely Sam-soon” (2014) 

	
 

金	
 ミンジ◎
1
,	
 	
 	
 金	
 相美

	
 2	
 

 Minji KIM   and   Sangmi KIM     
 

1名古屋大学大学院国際言語文化研究科   The Graduate School of Languages and Cultures, the Nagoya University 
2名古屋大学大学院国際言語文化研究科   The Graduate School of Languages and Cultures, the Nagoya University 
 

 
要旨･･･本研究は、日本女性が韓国ドラマ『私の名前はキム・サムスン』を見て、いかなる意味解

釈を行い、それが自己アイデンティティの再構築とどう関わるのかを明らかにするため、日本女性

二人のライフストーリーを用いて考察を行ったものである。その結果、彼女たちは社会で一生懸命

に働くキム・サムスンに強く共感し、その一生懸命さを自らの日常生活に活かし、今後の「自分ら

しい生き方」を再構築していくことが示された。 
 
キーワード	
 韓国ドラマ、 私の名前はキム・サムスン、日本女性、自己アイデンティティ、 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ライフストーリー 

 
１．はじめに  
	
 本研究は、日本女性の韓国ドラマ『私の名前はキ

ム・サムスン、(以下、『キム・サムスン』)』の視
聴経験による日常生活への変化に注目する。ドラマ

『キム・サムスン』を見て語る彼女たちのライフス

トーリーを「社会的構築物」と見なし、それによっ

て『キム・サムスン』の視聴経験と自己アイデンテ

ィティの再構築との関係性を明らかにすることを目

的とする。 
	
 『キム・サムスン』は、ださい名前・ポッチャリ

した外見にコンプレックスを持っているが、専門パ

テシエとして正々堂々と生きる 30 代未婚女性、キ

ム・サムスンの仕事と愛に対する一生懸命さを愉快

に描いたドラマである。このドラマは、ジャンルや

人物設定、ストーリー構成などにおいてこれまでの

ドラマとは異なる性格を持ち 1、日本と韓国におい

て共に高い視聴率を示している 2。	
 

 
・日本女性の社会的布置	
 

 本研究では『キム・サムスン』の主なオーディ
エンスとして日本女性を中心に、そのライフストー

リーを取り上げる。 
	
 1985 年から男女雇用機会均等法が施行されたが、
男女差別において重要な位置を占める募集・採用・

配置・昇進に関する均等待遇原則はあくまで努力義

務に留まることになった(山田, 2011)。平成 24 年厚
生労働省の調査によれば、労働力率において男性の

場合、84.3％であることに比べ、女性は 63.4％に過
ぎない 3。雇用形態における男女差は明らかで、正

規職の場合、男性は 2267万人(非正規職 610万人)、
女性は 1027万人(非正規職 1296万人)4と、女性の方

が不安定かつ、制約的な立場にある。 
	
 日本女性は、自分のキャリアを向上させられない

制度や日本の経済的状況、非正規職という雇用形態

で悩み、結婚や子育てへの不安など、様々な悩みを

抱える人が多い 5。未婚女性は既婚女性よりも老後

の不安をより強く感じる傾向にあり 6、キャリア志

向の既婚女性は家事と育児、仕事に負担がかかった

あげくキャリアを諦める場合も多い 7。	
 

本研究は、日本女性は『キム・サムスン』の視聴

経験を自分自身の人生にどのように投影しているか、

そして、それぞれの女性自身の日常生活とどのよう

に接合させているかに注目する。	
  
 

・海外ドラマのオーディエンス研究に関する再考察	
 

海外ドラマのオーディエンス研究における代表的

な研究者 Ang (1985)は、アメリカのドラマ『ダラス
(Dallas)』を楽しむ女性の視聴行動に注目し、オラ
ンダの視聴者の投稿を用いて、ドラマの構造と女性

の日常生活での経験との関係について分析をした。 
Ang(1985)は、オーディエンスがドラマを楽しむ理
由として二つのリアリズムがあると主張する。一つ

目は、「経験的リアリズム(experience realism)」
と言い、オーディエンスが日常生活での経験とドラ

マの登場人物の経験が重なる時、ドラマコンテクス

トからリアリティが生まれるという。二つ目に、

「情緒的リアリズム(emotional realism)」と言い、
展開される人物間の葛藤などの悲劇的な情緒構造が

誇張されるものであっても、オーディエンスの情緒

(emotion)に訴えられる時、虚構世界がリアルに感
じられるという。本研究では、Ang が主張したリア
リズムが『キム・サムスン』では、日本女性のどの
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ような意味解釈によって生まれるのかを考察する。 
	
 また、日本人の有職オーディエンスがアメリカの

ドラマ『Sex and the City』を視聴した際の作用を分
析した研究によれば、オーディエンスはドラマの登

場人物の生き方を見て自身の生活に「生き方のバイ

ブル」や「泣きネタ」、「自分へのご褒美」など重

要な資源として参照しているという (河津, 2008)。
本研究では、日本女性は自身の日常生活に『キム・

サムスン』を見て、どのような資源として参照して

いるのか、それは日常生活にどのような実践として

現れたのか。これらの問いを『キム・サムスン』を

見て語る彼女たちのライフストーリーから抽出する。 
	
 	
 

2．研究方法と実施  
	
 メディア利用がいかに人々の日常生活に浸透して

いるのかを理解する適合した方法として、自らを語

るライフストーリーを分析する研究がある。本研究

ではライフストーリーは、社会で構築された産物で

あるという前提に立つ。日本女性を対象にライフス

トーリー・インタビューを用い、『キム・サムス

ン』の視聴経験とその日常生活における自己アイデ

ンティティとの関係性を考察することが本研究の目

的である。調査は、2014 年 11 月中に行ったもので、
『キム・サムスン』を見た女性を対象にインタビュ

ーを行った。本研究では、「対話的構造主義」アプ

ローチによるインタビューを行う。対話的構築主義

アプローチとは、「何を語ったのか」という「語り

の内容」だけではなく、「いかに語ったのか」とい

う「語りの様式にも注意を払うアプローチ」である

(桜井 2002:61)ため、調査対象者の数に縛られず、
語りの文脈を重視しつつ考察していく。さらに、ラ

イフストーリー・インタビューは、過去の出来事や

経験が何であるかを述べる以上に「いま、ここ」を

インタビュイーとインタビュアーの双方の主体が生

きることである(桜井、2002:31)。ここでは、その相
互作用によって形成される『キム・サムスン』の視

聴当時のライフストーリーの構造を重視し、分析を

行う。 
 
3．分析結果  
	
 日本女性の『キム・サムスン』の視聴経験は、自

己アイデンティの再構築に影響を与えるのだろうか。

そうであるなら、オーディエンスのどのようなデコ

ーディンングによるのか。以下では、日本人女性二

人の『キム・サムスン』の「視聴経験」から「自己

アイディティの再構築」までのプロセスにおける関

係性を彼女たちのライフストーリーを通して示した。 
 
(1) 私の『キム・サムスン』の視聴経験 

	
 	
 	
 	
 	
 ～はまる・集中する・繰り返し見る 
	
 インタビュー対象者であった二人は、共通してド

ラマ『キム・サムスン』を繰り返し視聴し、集中し

て見ていたことを強調している。新たなメディア環

境においてテレビのながら視聴が多くなっているこ

とがよく指摘されているが(金, 2004)、韓国ドラマ視

聴者は「集中視聴」の形態をよく取る。また家族団

らんのリビングルームでの視聴でなく、一人視聴の

形をとる場合が多く、このことがドラマにはまる背

景にある。「はまる」視聴が続くと、ドラマ内容に

対する自分なりの「意味付け」が始まる。 
 
＊キム・サムスンを見たきっかけは何ですか？ 

Aテレビでやってたから。たまたま(テレビを)つ 
けて見たら面白かったから見ました。・・・それは、

テレビだったんで、その時は 1 回(見ました)。また
違うチャンネルでサムスンがやってたので、また見

て、というのをたぶん 3回ぐらい(して見ました)。 
 
	
 A さんは、以前から面白そうな韓国ドラマはテレ
ビで見たり、DVD で借りて見ていたが、『キム・
サムスン』はたまたま仕事がなかった時期にテレビ

で見たドラマであり、録画をして見るのではなくそ

の放送時間帯に必ず見るように心がけていた。 
 

＊平日や休みにはどういうふうに見ていますか？	
 

B 旦那と休みが一緒ならば見る時間がないけど、休

みが違えばずっと一日見る時もあるし、私寝ないで

ずっと見ちゃう、もう、本当止まらない時もあるん

です。	
 

＊それ、家で、一人で見ますか？	
 

B 家で、一人で。旦那といると、うん、集中できな

いから。（笑)	
 

＊それはどういう面で集中できないですか？	
 

B いっぱい違う何かを喋ってきたりとか、こうのめ

り込んで見れないから。	
 

＊のめり込んで見る方なんですね。	
 

B うん、もう、そうなの。だからご飯を作るのを忘

れてみる時もあるぐらいずっと見るときもある。	
 

 
	
 繰り返し視聴が定着する理由に｢集中視聴｣が背景

にあった。彼女たちは一人で集中して『キム・サム

スン』を見ることで、より『キム・サムスン』には

まり繰り返して見ていた。	
 

 
(2) 生まれるリアリティ 
	
 ドラマ『キム・サムスン』の魅力を伝える彼女た

ちの語りにおける共通点は「同じ立場のキム・サム

スン」である。『キム・サムスン』を見て、印象に

残っているシーンを尋ねると A さんは以下のよう
に語った。 
 
＊なぜそういう場面が印象に残っているんですか？	
 

A	
 家族構成が似ているわけではないですけど、

(キム・サムスンの)口の悪いところとか、お母

さんがきつかったりとか、そういうところも自

分とちょっと似てたかな〜って・・・後は、仕

事？！	
 最初彼女も無職から始まったと思うん

ですけど、そこが当時の私と一緒だったので、

そこは、どうなるんだろう、仕事をすぐ見つか

ると良いな〜とか。(笑)	
 やっぱり手に職を持っ
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た方が良いんだろうなというふうに思いながら

見ていました。	
 

・・・	
 

A	
 私もその当時(仕事を)一生懸命探してはいた

んですけど、あ、いいのないな〜と諦めてたり

とか、でも彼女は結構どん欲に探していたと思

うので、自分も働くためにはああだこうだ言っ

たらだめだし、もっと一生懸命に探さないとだ

めだな〜と思いました。	
 

B キム・サムスンだって、あの、料理を留学して
習って、それでまあ、免許があるから働けたと

いうのもあるし、で、私も(歯科衛生士の)免許持
っているんで、うん。それで、やっぱり免許持

ってない人とは違うことが出来るからそれをや

っぱり一所懸命しようとは思いました。 
 
	
 当時仕事がなく多くの時間を家で過ごしていたた

め『キム・サムスン』を見るようになった A さん
は、無職で職探しに一生懸命だったキム・サムスン

に同一化している。また、個人歯科に勤めている B
さんは、歯科衛生士の資格を持っている自分とパテ

シエの資格を持っているキム・サムスンに同一化し

ながら、当時のライフストーリーを語る。二人とも

『キム・サムスン』の就職活動の過程と似た経験か

ら「経験的リアリズム」が生まれ、それが日常生活

における社会経済活動へのモチベーションの向上へ

とつながっている。しかし、彼女たちがデコーディ

ングする上で必然的に「私と異なる」キム・サムス

ン、あるいは周辺人物との対立が現れる。 
 
＊どういうところが(励ましや癒しになりました
か)？ 
A見ているとスカットしました。 
＊スカットしました？どういう(ところが)？ 
A やっぱり、彼女ははっきりものを言うので、そ
れ見てると、自分はあまり言えないので、 
＊自分の中の気持ちとかも？ 
A そうですね。変わりに言ってもらってるような、
たぶん自分だったらそういうふうに言えないだ

ろうなというのも彼女は言ってたんで。 
＊自分の生活だったら誰にですか？ 
A誰かな、その当時だったら面接官。 

 
	
 インタビュアーと話すなかで、A さんは『キム・
サムスン』の視聴経験と面接に行っていた当時を思

い出しながら「いま、ここ」で新たなストーリーを

構築する。普段の自分なら言えないことを、キム・

サムスンに自分を投影することで代理満足し、リア

リズムが生まれている。キム・サムスンが勤め先の

社長であるジノンに、言いたいことをはっきり言う

諧謔的な描写に共感した A さんのこの語りから

『キム・サムスン』においては Ang が主張した
「情緒的リアリズム」は、悲劇のみならず、喜劇で

も見られることが示された。 
 

	
 一方で、Ang が述べた情緒的リアリズムはハッピ
ーエンドで終わる『キム・サムスン』の構造からも

見られた。 
 
＊『キム・サムスン』の何がよかったから見たんだ

と思いますか？ 
B やっぱり、あの、年の若くない女の人が、一生懸

命、仕事も恋愛もして、で、結果、うん．．ボーイ

フレンドも出来て、仕事もうまく行って、というハ

ッピーエンドに終わる所が、好きです。	
 

 
	
 Ｂさんは、キム・サムスンが若い世代に負けない

ほど希望を持って、何にでも一生懸命である姿や最

終的には彼女が仕事も恋人も全て手に入れる、この

誇張された描写に距離感を感じている。しかし、そ

の距離感は自分にないものを持っているキム・サム

スンへの憧れである。その憧れは、虚構の世界がハ

ッピーエンドに終わるという情緒的リアリズムの構

造において共感をより極めることになったであろう。 
	
 

(3) 日常生活での実践へ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ～自己アイデンティティの再構築 

	
 以下では、彼女たちは自分たちを重ね合える部分

とそうできない部分から得られるリアリティを最終

的に融合し、それぞれの価値観や信念と接合するこ

とで、新たな「自分らしい生き方」を構築していた。	
  
 

A あの時も結構はっきり言ってましたよね。(そ
れを見て私は)‘そんなふうには言えない’と思
ってたけど、でもね、（それを見て）結局言っ

てもそういう価値を見出してくれる方もいるん

だな〜と思いました。 
B (キム・サムスンを見て)うん、でも、私も言う
ようになりました。そう、最初働き始めた時は、

あの、免許持っているのに、免許持ってない人

と同じことしかさせてもらえなくて、で、ちょ

っとは我慢したけど、やっぱり、何のために持

っているのかって考えたら、やっぱりさせても

らわないとだめだから、自分で言いに行きまし

た。(勤め先の歯科の)先生に行って、‘仕事をち
ゃんと、資格を持っているので、資格を行かす

仕事をさせて下さい’と。そしたら、その言っ

た次の日からさせてもらえて、そう、あ、だか

ら、言えばいいのか！と思って、言わないでい

たら、うん、そのままだったかなと、思います。 
 
	
 二人とも日常生活において社会的領域では決定権

のない弱い立場の女性である。その領域において彼

女たちは「言えない私」あるいは「言わない私」か

ら「言える私」または「言う私」への自己アイデン

ティティの変化を想定している。B さんの場合、そ
れが想定に留まらず、日常生活の新たな実践として

現れている。 
 
＊これまで仕事をしていた時の自分を考えると

50



日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 
日時：2014年12月20日／会場：名古屋大学 

どのように過ごしていたと思いますか？ 
A (仕事をしていた時は)朝起きて、仕事に行って、
残業して、帰って来て、ご飯食べて寝るみたい

な。まあ、たまには遊びに行ったり、飲みに行

ったりもしてたんですけど、で、それが当たり

前なんで、仕事、例えばこう変わる(派遣の継続
するか否かの)時も、1 ヶ月とか以内には決まっ
てたので、長期でその時は 1 年も仕事がなかっ
たので、どうしようと思ったし、手に職があれ

ばいいなと思ったのは、サムスンを見てからで

すね。パテシエの。 
 
	
 １年間無職だった A さんは、ドラマのなかの無
職だったキム・サムスンが有職女性になり、パテシ

エとして頑張る姿から職を持っていた時の自分を思

い出しながら、「あるべき自分」という自己アイデ

ンティティを再構築している。 
	
 

＊『キム・サムスン』を見る前の平日の一日の

ライフスタイルはどうでしたか？ 
B 今考えると本当に普通の一日を送っていた。見
た後は、こう一所懸命やれば、何か自分の願い

が叶うというか、そういうのがあのドラマを見

てすごく伝わったからまあ、仕事も一生懸命し

よう、そしたら何か、良いことがあるかもと思

って、今までそれを見るまで考えてなかったこ

とが、それを見たことによって、考えるように

なりました。 
 
	
 平凡な毎日の中で、働く女性としてのキム・サム

スンの「一生懸命」に取り組む姿は、二人のインタ

ビュイーにおいて社会で働く女性として「私のある

べき姿」を再構築させ、今後のライフストーリーに

おける新たな実践を促しているのであろう。	
 

	
 

4．結論と今後の課題  
	
 本研究では、日本女性の『キム・サムスン』の視

聴経験を取り上げ、女性のドラマ視聴と自己アイデ

ンティティ再構築との関係性を提起した。『キム・

サムスン』のオーディエンスがドラマをデコーディ

ングしていく中で、最も重要なファクターは、主人

公であるキム・サムスンへの共感であり、その中心

人物を通して経験するリアリティの中で、働く女性

としてのアイデンティティを再構築していくことが

明らかになった。 
	
 今後、働く日本女性が社会経済活動をする上で経

験する様々な事例を取り上げてドラマ『キム・サム

スン』の視聴経験との関係をより深く分析すること

で、日本女性の社会に進出することの社会的意義及

び ド ラ マ 視 聴 と 女 性 の エ ン パ ワ ー メ ン ト

(empowerment)の実現を試みることを目指す。 
 
補注	
 
1）これまで日本で人気のあった韓国ドラマはメロドラマ

が多く、素敵な男女が結ばれない運命に負けず強烈な恋を

する場面が多かった。日本女性は、メロドラマのシンデレ

ラストーリーの中で女性主人公に共感するより、格好よく

て愛を込めた感情表現をする男性主人公に熱い思いを持っ

て憧れていた。	
 

2）このドラマは、日本においても多くの女性に共感を得

たように見える。『キム・サムスン』は TSUTAYA の 2009

年発表された 2006〜2008 年の間、最も多くレンタルされ

た韓流ドラマの１位に選ばれた。さらに、衛星放送

LaLaTV の 2009 年ワンクリックアンケートで好きな韓国女

優第 1 位になったのは、『キム・サムスン』で主人公のキ

ム・サムスンを演じたキム・ソナだった。その後、2010

年『キム・サムスン』は日本地上波(フジテレビ系)の「韓

流α」で放送され、5％台の高視聴率を記録する。	
 

3）厚生労働省	
 平成 24 年『働く女性実情』から引用	
 

ここでは生産年齢 15〜64 歳までの性別労働人口率を示す。	
 

4）平成 25	
 年総務省統計局の労働力調査から引用	
 

5）オフィスで働く女性のための情報誌『city	
 living』   
2014.06.04 掲載分から引用	
 

6）2010 年マクロミルの「独身女性(40〜50 代)を中心とし

た女性老後設計ニーズに関する調査」から引用	
 

7）2010 年厚生労働省の「第 14 回出生動向基本調査」に

よると第 1 子出産後に仕事を辞めている人の割合は約 6 割

で、この数字は 20 年間ほとんど変化ない。	
 

8)	
 インタビュイーA は、派遣社員であるが、42 歳当時無
職で独身、一人暮らしをしている愛知県名古屋市在住の女

性である。一方、インタビュイーB は、43 歳で歯科衛生
士の資格を持って個人歯科で働いており、既婚、子供なし

の夫婦暮らしをしている三重県在住の女性である。 
 
5．参考文献	
 

1) 片桐 雅隆(2000).『自己と「語り」の社会学―構築主義
的展開』、世界思想社． 
2)河津	
 孝宏(2008).	
 「私」を語るテレビ視聴− 海外ドラ
マ『Sex	
 and	
 the	
 City』の生活史的実践	
 マス・コミュニ

ケーション研究	
 (72),	
 59-77. 
3)	
 金相美(2004).	
 日本における『冬のソナタ』視聴と効
用− 韓国に対するイメージ・関心・評価向上を中心に」

2003年12月4日ソウル大学言論情報研究所主催ソウル大
学・東京大学合同シンポジウム・プレゼンテーション. 
4) 桜井厚(2002)．『インタビューの社会学ーライフストー
リーの聞き方』せりか書房． 
5) 桜井厚・小林寿子(2005)．『ライフストーリー・インタ
ビュー	
 — 質的研究入門』せりか書房． 
6)	
 山田省三(2011).	
 四半世紀を迎えた男女雇用機会均等
法、日本労働研―究雑誌、日本労働政策・研修機構 615
号 pp4-11． 
7) Ang, Ien (1985). Watching Dallas: Soap Opera and 
the Melodramatic Imagination, Menthuen. 

51


	
	siramatu2014ssicj.pdf
	１．はじめに
	２．ゴオルシェア：社会課題と解決シナリオをLOD化するWebアプリケーション
	３．シビックハッカソンにおけるゴオルシェア運用状況
	４．実社会応用に向けた改良点





